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よしだ・ともふみ　同校に赴任して25年目。1・3類進路指導部部長。数学科。
奈良県・私立天理高校　1908（明治 41）年設立／全日制／普通科／共学／１学年約400人／
2024年度卒業生進路実績　国公立大は、千葉大、大阪教育大、神戸大、奈良教育大、広島大、大阪公立大、
奈良県立医科大などに37人が合格。私立大は、同志社大、立命館大、天理大などに延べ416人が合格。

　「生徒が受験勉強に全力を尽くせるように、何よりも声かけと面談を大切にして
います」と語る吉田先生。夏季休業中には、３年生の国公立大学志望者のグループ
チャットに、「周りが何と言おうとも自分の可能性を信じ、現実の困難に真正面か
ら勇気を持って挑もう」といったメッセージを毎日送った。帰省していた寮生は、
「先生の言葉に励まされて、１人でも集中して勉強することができ、質問にはオン
ラインで先生に答えてもらえたので、帰省したハンデは感じませんでした」と話す。
　２学期からは、「模擬試験で重要なのは、できなかった問題を受験後に復習す
ること」と、繰り返し伝えている。模擬試験の結果が芳しくなく、落ち込む生徒
も多い。しかし、現在の学力を理由に第１志望校合格を諦めてほしくない。勉強
を続けていれば、合格のチャンスはあるからだ。入試直前まで力を伸ばし、合格
を勝ち取った生徒をこれまで何人も見てきた。「『努力の最大値』を引き上げられ
るのが高校時代です。それはその後の人生の財産になります。生徒がくじけず、
努力を続けていけるよう、最適な学習方法を生徒とともに探り、これからも全力
で支援していきます」と、吉田先生は力強く語った。

C o v e r  S t o r y

生徒と創る学びの情景

全力を尽くした先に
奈良県・私立天理高校　吉田朋史先生
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代半ばで初めて学年主任を拝命し、1学年のクラス担

任も兼務しました。最初の学年集会では、「200人全員

の担任のつもりで君たちと向き合います」と、生徒の前で宣言

しました。学習時間調査や校内実力テスト、模擬試験などの結

果の分析に力を入れるとともに、「学力=生活力」という信念

の下、遅刻や服装の乱れなどをなぜ見逃せないか、丁寧に説明

しました。200人の生徒全員に自分のことだと思って聞いてほ

しいという思いから、学年全体に向けた私の言葉はおのずと厳

しいものになりました。学年集会が終わり、担任を務めるクラ

スの教室に戻ると、生徒たちは静まり返っていました。張り詰

めた空気に、「私の思いは伝わっている」と手応えを感じました。

　一方で私は、思うように自分のクラスの生徒たちと時間をか

けて向き合えていないことを自覚していました。学年の業務を

優先し、個人面談を副担任にお願いする度に、「担任だけなら、

もっと生徒にかかわれるのに……」と思いました。

　ある日、学年集会が終わって教室に戻る途中、「私の言葉は

自分のクラスの生徒たちに本当に届いているのだろうか」とい

う疑念が生じました。200人の前で語る言葉と、40人に向け

て語る言葉は違うはず。担任としての私の顔を見せよう。私は

教壇から、生徒一人ひとりの表情を確認しながら語りかけまし

た。「１年生は家庭学習が足りないって話をしたけど、みんなは、

私が担当する英語はちゃんと勉強しているから、安心している

よ」「学校の授業を信頼してほしいって話もしたけど、ここだ

けの話、相性が合わない先生もいるよね。そんな時は塾に頼る

前に、私に相談に来てね」。そうした私の軽口は、生徒たちの

表情をほぐしていきました。1人の生徒が、「数学の質問をし

てもいいんですか？」と声を上げると、別の生徒が、「蓑原先

生は英語の先生だよ。よくないよ！」などと口を挟みました。

これまでとは違う空気が、教室を満たし始めました。

れから３年間、私はその学年の学年主任とクラス担任

を受け持ちました。卒業式の日、私は生徒に、担任と

しての務めを十分には果たせなかったことを何度も詫びまし

た。いよいよ別れという時、クラス委員の合図で生徒一人ひと

りが１輪のバラを手に、私の前に歩み寄りました。何人もの生

徒が、「先生の厳しい話は、全部自分のことだと思って聞いて

いました」と言ってくれました。生徒は、40人の担任であり、

200人の担任であろうとした私を理解してくれていたのです。

担任として、学年主任として、蓑原先生が追求したことは
何だったのか。社会が変化する中、先生が大切にしてきた
学校のあり方や教師の役割も変わっていくのか。蓑原先生
が語ったウェブオリジナル記事を、ぜひご覧ください。

https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/article32489/

教師は、生徒の「どうあるべきか、どう生きてい
くか」という答えが１つではない問いに、生徒と
ともに日々向き合う。教師としての指導観を問わ
れた「あの瞬間」を、当事者の教師が振り返る。
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みのはら・ともや ●同校に赴任して１年目。教頭。
  英語科の教師として、協働的な学びの実現を目指した

授業づくりをいち早く実践してきた。
バスケットボールの指導にも力を入れ、

鳥取県バスケットボール協会の技術委員長を務める。
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　弊誌では毎年度、全国の読者の先生方を対象としたアンケートを実施
し、先生方からいただいたご回答を、次年度の弊誌の企画立案のよりど
ころの１つとさせていただいております（＊１）。昨年度の同アンケート
では、2025年度の弊誌で取り上げてほしいテーマについても伺ったと
ころ、学習評価のほか、学校の「あたり前」の見直しに関連するテーマ
にも票が集まり、中でも管理職の先生方から多くのご要望をいただきま
した（図１）。それは学校を挙げての資質・能力の育成や変化する大学入
試への対応、教育DX（デジタルトランスフォーメーション）や働き方
改革など、管理職のリーディングが求められる課題が山積し、これまで
の「あたり前」を見直していかなければ、それらの課題に取り組んでい
くことが難しいと感じられていることの表れではないかと考えられます。
　また、中央教育審議会で現在、議論が進められている学習指導要領の
次期改訂に関する論点整理では、「子どものより主体的な社会参画にかか
わる教育の改善」が挙げられ、ルールメイキングなど、生徒にも「あた
り前」を見直す力が求められています。
　そこで今号の特集では、教師や生徒が自校の見直すべき「あたり前」
にどうすれば気づき、それを見直すことができるのかについて考えてま
いります。　　　　　　　　　　　  編集部　統括責任者　柏木　崇

  P. 4	 課題整理　
	 	 育てたい生徒像を明確にすることが、「あたり前」を見直す鍵に
	 	 東京都公立小中一貫校管理職、一般社団法人アンコンシャスバイアス研究所
  認定トレーナー、星槎大学大学院客員研究員　茂

も ぎ

木正
まさひろ

浩
  P. 8	 事例 1　業務負担の軽減／持続可能な探究学習
	 	 長野県野沢北高校
	 	 現場の問題意識に耳を傾けて課題を発見し、
	 	 若手・中堅の教師が中心となって取り組む
 P. 11	 事例 2　教師の勤務形態／部活動の実施形態
	 	 愛知県・私立滝中学校・滝高校
	 	 株式会社を設立し、勤務時間外の業務を委託。
	 	 有志の教師の労働環境を守りつつ、生徒の意欲に応える
 P. 14	 事例 3　業務負担の軽減
	 	 兵庫県・私立滝川中学校・高校
	 	 ＩＣＴを活用し、出欠や成績のデータを一元管理。
	 	 校務負担の軽減と指導の充実を図る
	 P. 17	 事例 4　校則の見直し
	 	 岩手県立千

せんまや
厩高校

	 	 生徒主体の校則の見直しを通して、
	 	「自分たちが学校をつくる」意識を高め、行動を促す意識を高め、行動を促す
	 P. 20	 Column　
	 	 教師だからできる、
	 	 生徒の「あたり前」の見直しへの伴走
	 	 認定特定非営利活動法人カタリバ　藤本雅
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＊１　今年度も本アンケートを実施いたします。今号の裏表紙裏の「off Shot」の下に掲載している
「アンケートのご協力のお願い」をご覧いただき、アンケートへのご協力をお願いいたします。
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あ 学校の「あたり前」に対する
教師の課題感

2025年度の『VIEW next』高校版で取り上げてほしいテーマを
教えてください。

「学校の『あたり前』を問い直す（校則・ルールメイキング／特別活動／部
活動／働き方改革）」というテーマにおいて、どのような課題感を持っ
ていますか。

注１：複数回答。管理職の回答の上位４項目を掲載。
注２：（　）内の語句は、テーマに関連する教育課題・動向。
※『VIEW next』高校版「2025 年度の誌面に関する読者アンケート」（24 年 10 〜 11 月に実施。回答数
881）を基に編集部で作成。

＊今年度も本アンケートを実施いたします。今号の裏表紙裏の「off Shot」の下に掲載している「アンケー
トのご協力のお願い」をご覧いただき、アンケートへのご協力をお願いいたします。

※『VIEW next』高校版「2025 年度の誌面に関する読者アンケート」の結果や高校への取材で得られた声
を基に編集部で作成。

「あたり前」を問い直すことは、多くの学校現場が直面している課題
だ。働き方改革では「働きやすさ」が注目されがちだが、「働きがい」
とのバランスが重要だと感じている。（公立・管理職）

過去の実績や経験を重視する傾向が強い教師が多い。新しい取り組
みを始めることに抵抗感があるからだろう。「あたり前」の見直しは、
時にはトップダウンでやるべきだと思う。（公立・管理職）

教師が実施の目的を説明することができない学校行事が前年踏襲で
続いていたり、効率的な代替手段があるにもかかわらず、従前の手
段が好まれたりしている。その風潮を何とか変えたい。（公立・学年主任）

社会が変化していく中で、学校だけが「これまで通り」というわけ
にはいかない。それでは学校というシステムが持続不可能だと考え
る。（私立・管理職）

■管理職　■全体

学習評価はどこへ向かう？
（観点別学習状況の評価／定期考査の廃止／
今後の教育課程、学習指導及び学習評価等の

在り方に関する有識者検討会論点整理）

学校の「あたり前」を問い直す
（校則・ルールメイキング／

特別活動／部活動／働き方改革）

これからの入試を考える
（新学習指導要領に対応した大学入試／

教科「情報」／年内入試／
探究学習と進路の接続）

ＡＩ活用最前線
（Edtech／DX／AI／教科「情報」）

（％）6050403020100

58.5

47.2

41.5

29.1

38.5

53.0

37.8

29.4
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柏
木
　
先
生
は
ご
著
書
の
中
で
、
人
が
陥
り

や
す
い
「
決
め
つ
け
」
や
「
思
い
込
み
」
に

気
づ
き
、
人
や
物
事
に
対
す
る
見
方
を
変
え

る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
先

生
ご
自
身
は
、
ど
の
よ
う
な
経
験
や
考
え
方

を
通
じ
て
、
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔

軟
な
見
方
を
培
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

茂
木
　
私
は
長
年
、
社
会
科
の
授
業
研
究
に

力
を
入
れ
て
い
て
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
時
間

も
削
っ
て
仕
事
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。

40
代
に
入
る
と
自
分
の
世
界
を
広
げ
た
い
と

思
い
、
民
間
が
主
催
す
る
教
員
研
修
に
参
加

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
知
り
合
っ
た
教
師
や
講

師
と
連
絡
を
取
る
た
め
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
い
始

め
た
と
こ
ろ
、
全
国
の
先
生
方
の
様
々
な
活

動
を
知
り
、
視
野
が
広
が
り
ま
し
た
。
自
分

を
高
め
よ
う
と
読
書
の
分
野
を
変
え
た
り
、

他
業
種
の
人
と
出
会
え
る
場
に
参
加
し
た
り

す
る
中
で
、
今
ま
で
と
は
違
う
情
報
に
触
れ

る
よ
う
に
な
り
、
自
分
の
働
き
方
や
学
校
で

の
活
動
に
疑
問
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

柏
木
　
多
様
な
人
た
ち
と
の
交
流
を
通
じ

て
、
も
の
の
見
方
や
考
え
方
が
変
わ
っ
て
い

っ
た
の
で
す
ね
。

茂
木
　
そ
の
後
、
決
め
つ
け
や
思
い
込
み
を

な
く
す
た
め
の
見
方
・
考
え
方
を
学
ぶ
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
日
常
生
活
で
自
分
が
無
意
識
に
決
め
つ

け
て
い
る
こ
と
を
探
す
ワ
ー
ク
な
ど
を
経
験

し
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
後
も
、
ほ
か
の
見
方

が
な
い
か
を
考
え
、
１
つ
の
情
報
に
縛
ら
れ

な
い
こ
と
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
例
え
ば
、
廊
下
を
走
っ
て
い
る
子
ど
も

を
見
か
け
る
と
、以
前
は
き
つ
い
口
調
で
「
走

っ
て
は
駄
目
！
」
と
一
方
的
に
注
意
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
は
子
ど
も
に
、「
な
ぜ
、
走

っ
て
い
た
の
？
」
と
聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
何
か
急
ぐ
理
由
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

柏
木
　
先
生
ご
自
身
が
「
決
め
つ
け
な
い
」

と
い
う
姿
勢
を
持
っ
て
以
降
、
学
校
に
お
い

て
ど
の
よ
う
な
「
あ
た
り
前
」
を
見
直
し
て

き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

茂
木
　
勤
務
校
で
は
毎
年
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
以
前
か
ら
近
隣
の
公

園
の
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
を
使
っ
て
い
ま
し
た

が
、コ
ー
ス
が
狭
い
た
め
、子
ど
も
の
み
の
参

加
で
し
た
。
頑
張
っ
て
走
る
子
ど
も
の
姿
を

大
勢
の
人
に
見
て
も
ら
え
な
い
か
と
考
え
、

体
育
主
任
と
検
討
し
、昨
年
度
、ゴ
ー
ル
を
校

庭
に
変
更
し
ま
し
た
。
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
体

力
の
向
上
に
加
え
て
、
忍
耐
力
や
粘
り
強
さ

の
育
成
と
い
っ
た
目
的
も
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
が
そ
れ
ら
の
力
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、

保
護
者
や
仲
間
の
応
援
が
重
要
に
な
る
と
考

え
、
コ
ー
ス
を
見
直
し
、
大
勢
が
集
ま
る
こ

と
が
で
き
る
校
庭
を
ゴ
ー
ル
に
し
ま
し
た
。

人
が
陥
り
や
す
い
「
決
め
つ
け
」や

「
思
い
込
み
」
に
気
づ
く
た
め
に

変化の激しい時代に対応し、よりよい教育活動の実現が求められる中、

学校において、これまでの「あたり前」を見直すためには、

どのような視点が必要となるのか。

『子どもの可能性を狭めているかも？ 先生のための「つい…」の

決めつけをほぐす練習』（明治図書出版）の著者で、

公立小中一貫校の管理職を務める茂
も

木
ぎ

正
まさ

浩
ひろ

先生に、

VIEW next 編集部統括責任者の柏木崇が聞いた。

 編集部 
統括責任者

柏木 崇

東京都公立小中一貫校管理職
一般社団法人アンコンシャスバイアス
研究所認定トレーナー
星槎大学大学院客員研究員

茂木正浩

課 題 整 理

育てたい生徒像を明確にすることが、
「あたり前」を見直す鍵に
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柏
木
　
慣
習
化
し
て
い
る
業
務
や
活
動
を
変

え
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
と
い
っ
た
話
も

先
生
方
か
ら
聞
き
ま
す
。
な
ぜ
、「
あ
た
り
前
」

を
見
直
す
こ
と
は
難
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。

茂
木
　
理
由
の
１
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の

が
、学
校
特
有
の
環
境
で
す
。ま
ず
、年
間
の

活
動
計
画
が
毎
年
ほ
ぼ
同
じ
と
い
う
点
で
す
。

活
動
の
見
通
し
が
持
て
る
、ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄

積
さ
れ
る
と
い
っ
た
利
点
は
あ
り
ま
す
が
、

一
方
で
、
活
動
の
目
的
を
考
え
な
く
て
も
実

施
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
実
施
す
る
こ
と

自
体
が
目
的
と
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　
ま
た
、
学
校
は
基
本
的
に
、
年
齢
や
発
達

段
階
の
近
い
子
ど
も
が
集
ま
る
場
で
す
。
そ

の
よ
う
な
均
質
性
が
高
い
子
ど
も
の
集
団
の

中
に
い
る
こ
と
で
、
よ
く
も
悪
く
も
教
師
は

似
た
価
値
観
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
既
存
の

枠
組
み
を
疑
う
と
い
っ
た
視
点
が
持
ち
づ
ら

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
、
高
校
で

は
、
他
教
科
の
取
り
組
み
に
干
渉
し
な
い
と

い
っ
た
文
化
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し

た
こ
と
が
「
あ
た
り
前
」
の
見
直
し
を
難
し

く
さ
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

柏
木
　「
あ
た
り
前
」
の
見
直
し
が
難
し
い

環
境
に
あ
っ
て
も
、
な
ぜ
今
、
学
校
は
「
あ

た
り
前
」
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

茂
木
　
学
校
は
生
徒
の
未
来
の
た
め
に
あ
る

場
所
だ
か
ら
で
す
。
未
来
の
社
会
を
生
き
る

生
徒
に
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
育
む
の

か
、
そ
の
た
め
に
、
ど
う
い
っ
た
教
育
活
動

が
必
要
な
の
か
を
第
一
に
考
え
る
べ
き
で
あ

り
、
漫
然
と
前
例
を
踏
襲
す
る
こ
と
や
根
拠

の
な
い
決
め
つ
け
は
、
よ
り
よ
い
教
育
活
動

を
妨
げ
る
大
き
な
要
因
に
な
り
ま
す
。

　
教
育
動
向
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
言
え
ば
、

中
央
教
育
審
議
会
の
教
育
課
程
企
画
特
別
部

会
で
は
現
在
、
学
習
指
導
要
領
の
次
期
改
訂

に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
次
期
改

訂
で
は
、
子
ど
も
を
画
一
的
に
捉
え
ず
、
一

人
ひ
と
り
の
個
性
が
輝
く
教
育
を
実
現
す
る

た
め
に
、
教
育
課
程
の
編
成
に
お
い
て
学
校

の
裁
量
が
拡
大
す
る
見
込
み
で

す
。
学
校
が
自
校
の
生
徒
に
と

っ
て
最
適
な
教
育
課
程
を
編
成

す
る
た
め
に
は
、
既
存
の
枠
に

と
ら
わ
れ
ず
に
教
育
活
動
を
考

え
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
あ
た

り
前
」
を
見
直
す
視
点
が
重
要

に
な
る
と
考
え
ま
す
。

柏
木
　
次
期
改
訂
の
議
論
で

は
、
現
行
の
学
習
指
導
要
領
が

実
現
を
目
指
し
て
い
る
、「
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
を
通

じ
た
資
質
・
能
力
に
つ
い
て
、

一
層
の
具
現
化
・
深
化
を
図
る

こ
と
も
方
向
性
の
１
つ
に
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
「
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の

実
装
も
、
柔
軟
な
教
育
課
程
の

編
成
も
、
そ
れ
ら
を
実
現
す
る
の
は
現
場
の

先
生
方
で
あ
り
、
３
つ
め
の
方
向
性
と
し
て

「
実
現
可
能
性
の
確
保
」
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
（
図
１
）。

　
教
育
活
動
の
改
善
を
持
続
可
能
な
も
の
に

し
て
い
く
た
め
に
も
、
茂
木
先
生
が
か
つ
て

「
今
の
働
き
方
で
よ
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
疑

問
を
持
っ
た
よ
う
に
、
教
師
一
人
ひ
と
り
が

「
あ
た
り
前
」
を
見
直
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
、
先
生
の

お
話
を
聞
い
て
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

学習指導要領の次期改訂の議論を貫く３つの方向性図１

※中央教育審議会教育
課程企画特別部会「論
点整理」（2025年9月）
を基に編集部で作成。

「
あ
た
り
前
」の
見
直
し
を
難
し
く

さ
せ
て
い
る
学
校
特
有
の
環
境

茂木正浩（もぎ・まさひろ）大学卒業後、民間企業
に３年間勤務。通信制大学で小学校教諭免許を取
得して小学校教員となり、学年主任や各分掌の主任
を担当。自費で大学院に進学し、教育学修士号を
取得。一般社団法人アンコンシャスバイアス研究所
認定トレーナー、一般財団法人日本ペップトーク普
及協会認定講師なども務め、オモロー授業発表会
関東の運営などにも携わる。著書に、『子どもの可
能性を狭めているかも？ 先生のための「つい…」の
決めつけをほぐす練習』（明治図書出版）。

主体的・対話的で
深い学びの実装深い学びの実装
（Excellence）

1

実現可能性の確保実現可能性の確保
（Feasibility）

3

多様性の包摂多様性の包摂
（Equity）

2

現行の学習指導要領
が目指している、「主
体的・対話的で深い
学び」の視点からの授
業改善を通じた資質・
能力の育成について、
一層の具現化・深化を
図る。

デジタル学習基盤のさらなる充実、教科
書や教材、指導書の改善、必要な設備の
整備、総合的な勤務環境整備とも相まっ
て審議全体に通底させるべき方向性。

多様性を個人及び社
会の力に変える観点
から、一人ひとりの意
欲が高まり、可能性
が開花し、個性が輝く
教育の実現を目指す。
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柏
木
　次
期
改
訂
の
論
点
整
理
で
は
、「
子
ど

も
の
よ
り
主
体
的
な
社
会
参
画
に
か
か
わ
る

教
育
の
改
善
」（
図
２
）が
挙
げ
ら
れ
、言
わ

ば
生
徒
も「
あ
た
り
前
」を
見
直
す
力
が
必
要

だ
と
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
そ

う
し
た
力
を
生
徒
が
身
に
つ
け
る
た
め
に
は
、

教
師
に
は
何
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

茂
木
　教
師
か
ら
一
方
的
に
与
え
ら
れ
る
だ

け
で
は
、「
あ
た
り
前
」を
見
直
す
意
識
や
社

会
参
画
の
意
識
は
生
徒
に
芽
生
え
な
い
と
思

い
ま
す
。
私
は
「
生
徒
が
持
つ
力
は
こ
れ
だ・

こ
こ
ま
で
だ
」と
は
決
め
つ
け
ず
に
、何
事
も

任
せ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　任
せ
る
と
言
っ
て
も
、「
放
任
す
る
」わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
活
動
の
目
的
や
進
め
方

に
つ
い
て
教
師
と
生
徒
が
対
話
し
、
合
意
形

成
を
図
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
過
程

で
、
生
徒
は
当
事
者
意
識
を
持
ち
、
主
体
的

に
活
動
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。
仮

に
失
敗
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
く
じ
け
な

い
力
や
立
ち
直
る
力
と
い
っ
た
非
認
知
能
力

が
育
つ
機
会
に
な
り
ま
す
。
教
師
の
役
割
は
、

そ
う
し
た
場
面
で
生
徒
に
寄
り
添
い
、
対
話

を
通
じ
て
再
度
挑
戦
を
促
す
よ
う
な
支
援
を

す
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　知
人
の
校
長
は
、「
こ
の
学
校
を
つ
く
っ
て

い
く
の
は
君
た
ち
だ
よ
」と
繰
り
返
し
子
ど

も
に
伝
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
子
ど
も
が「
自

分
た
ち
が
学
校
を
つ
く
る
ん
だ
」
と
強
い
意

識
を
持
て
ば
、「
自
分
た
ち
の
学
校
の
何
が

課
題
か
」
と
、
自
ら
考
え
始
め
る
は
ず
で
す
。

柏
木
　こ
こ
ま
で
の
話
で
も
い
く
つ
か
出
て

き
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
視
点
を
持
っ
て

い
れ
ば
、
見
直
す
べ
き
「
あ
た
り
前
」
に
気

づ
け
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

茂
木
　取
り
組
み
や
活
動
、仕
組
み
・
制
度

が
、①
目
的
に
合
っ
て
い
る
か
、②
目
的
に

応
じ
た
成
果
を
出
し
て
い
る
か
、③
効
率
的

に
進
め
ら
れ
て
い
る
か
、④
時
代
の
要
請
を

踏
ま
え
て
い
る
か
、⑤
生
徒
が
主
語
で
あ
る

か
と
い
っ
た
視
点
を
持
つ
こ
と
が
で
き
て
い

る
と
、見
直
す
べ
き「
あ
た
り
前
」に
気
づ
き

や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す（
図
３
）。そ
れ
ら

の
視
点
で
授
業
や
学
校
行
事
、分
掌
業
務
な

ど
を
見
る
と
、改
善
す
べ
き
点
を
見
い
だ
す

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

柏
木
　本
誌
の
読
者
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト

で
、
教
師
自
身
や
学
校
が
見
直
し
た
「
あ
た

り
前
」に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
様
々
な

回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た（
図
４
）。例
え
ば
、

「
遅
く
ま
で
職
員
室
に
残
っ
て
仕
事
を
す
る
こ

と
が
『
よ
し
』と
さ
れ
る
風
潮
」を
見
直
す
こ

と
が
で
き
た
要
因
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
。

茂
木
　次
の
日
も
し
っ
か
り
と
生
徒
に
向
き

合
う
た
め
に
、
段
取
り
や
時
間
配
分
な
ど
を

考
え
て
効
率
的
に
仕
事
を
進
め
、
自
分
や
家

族
と
の
時
間
も
大
切
に
す
る
と
い
う
意
識
の

転
換
を
多
く
の
教
師
が
で
き
た
か
ら
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

柏
木
　目
的
や
時
代
の
要
請
を
考
え
た
視
野

の
広
い
働
き
方
が
大
切
な
の
で
す
ね
。
資
料

の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
な
ど
も
、
進
ん
で
い
る

学
校
と
そ
う
で
な
い
学
校
が
あ
る
よ
う
で
す
。

茂
木
　資
料
の
用
途
を
踏
ま
え
て
、
紙
か
デ

ジ
タ
ル
か
の
使
い
分
け
が
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。
一
覧
で
見
た
い
、
壁
に
貼
っ
て
お
き
た

い
な
ど
、
使
い
方
に
よ
っ
て
は
紙
の
方
が
よ

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
が
よ
り
効
率

的
か
を
考
え
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

柏
木
　服
装
や
校
則
に
関
す
る
見
直
し
に
お

い
て
留
意
す
べ
き
点
は
何
で
し
ょ
う
か
。

茂
木
　生
徒
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
何
よ
り

も
重
要
で
す
。
ま
さ
に
生
徒
が
主
語
の
教
育

•選挙権年齢の引き下げに伴い、高校教育において特に大きな改善を図ったが、
さらなる取り組みの余地がある。また、中学校において校則見直しなどの取
り組みが進む一方、子どものかかわりが十分でない例が見られるほか、小学
校においても、学校運営上の様々な場面において、子どもの主体的な参画の
余地が大きい
•小・中・高を通じて、GIGAスクール構想で整備されたクラウド環境を生かして、
意見を可視化したり、少数意見を吟味したりして、よりよい合意を実現する
取り組みが進みつつあるが、道半ば
•我が国の学校教育の長所であるはずの協調性の涵養が、ともすれば集団性の
強調に陥り、子どもにとって意義が不明確な校則や学級ルールなどの存在と
も相まって、「同調圧力」への偏りを生んでいる側面も指摘されている。また、
意見表明の機会の確保や対話や協働を通じた参画の機会は、多様性を包摂す
る教育の実現にとっても重要であるが、十分に整備されているとは言えない

教育内容面の課題1

•子どもの意見を授業や教育課程に生かす仕組みや、その際の指導技術などが
未成熟という課題もある
•子どもを社会の一員として受け止め、その意見を政策や社会の仕組みづくり
に生かす地域・社会の受け皿が不足している

学校・社会の受け皿などの課題2

•総じて、子どもたちにとって身近な社会である学級・学校をフィールドにして、
意見表明の機会、合意形成の機会、参画の機会をより充実させる余地がある
ものと考えられる。そのために、学習指導要領において関連する教育内容を適
切に盛り込むとともに、教員研修も含め、必要な条件整備を図る必要がある

※中央教育審議会教育課程企画特別部会「論点整理」（2025年9月）を基に編集部で作成。

子どものより主体的に社会参画にかかわる教育に関する課題図２
生
徒
の「
あ
た
り
前
」を
見
直
す
力
を

育
む
た
め
に
教
師
が
す
べ
き
こ
と

目
的
や
成
果
、効
率
性
の
視
点
を

持
つ
こ
と
で「
あ
た
り
前
」を
見
直
す
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を
行
う
機
会
と
な
り
ま
す
。

柏
木
　①
目
的
に
合
っ
て
い
る
か
、
②
目
的

に
応
じ
た
成
果
を
出
し
て
い
る
か
を
検
証
す

る
に
は
、
振
り
返
り
が
重
要
に
な
り
ま
す
が
、

本
誌
の
読
者
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、

「
あ
た
り
前
」
を
見
直
す
こ
と
が
で
き
な
い

要
因
と
し
て
「
振
り
返
り
の
機
会
が
少
な
い
」

と
い
っ
た
声
も
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

茂
木
　振
り
返
り
が
不
十
分
な
の
は
、
忙
し

さ
に
加
え
、効
果
検
証
の
ノ
ウ
ハ
ウ
不
足
も

考
え
ら
れ
ま
す
。例
え
ば
、学
校
満
足
度
調
査

を
実
施
し
て
も
、そ
の
結
果
を
具
体
的
な
改

善
に
つ
な
げ
ら
れ
る
ほ
ど
の
分
析
が
で
き
て

い
な
い
ケ
ー
ス
は
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

柏
木
　「あ
た
り
前
」
を
見
直
す
こ
と
が
で

き
る
教
師
集
団
を
形
成
す
る
た
め
に
、
管
理

職
に
は
何
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

茂
木
　教
師
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
本
人

だ
け
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、

組
織
全
体
で
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
心
に
余
裕
が
な
け
れ
ば
改
善
に
つ
な
が

る
よ
う
な
振
り
返
り
は
で
き
ま
せ
ん
し
、
生

徒
が
主
語
の
教
育
を
し
よ
う
と
い
う
意
欲
も

湧
い
て
き
ま
せ
ん
。
多
忙
感
の
解
消
の
た
め

に
、
教
師
一
人
ひ
と
り
の
適
性
や
専
門
性
、

業
務
負
担
な
ど
を
見
極
め
、で
き
る
限
り
不

公
平
感
が
な
い
よ
う
に
仕
事
を
割
り
あ
て
る

こ
と
が
、管
理
職
の
大
切
な
仕
事
で
す
。

　今
後
は
未
来
の
社
会
に
目
を
向
け
る
こ
と

が
、
管
理
職
に
は
一
層
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
で
し
ょ
う
。
教
育
の
不
易
を
守
り
つ
つ

も
、
社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
教
育
を
行
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
が
、
そ
う
し
た
教

育
を
「
や
っ
て
み
よ
う
」
と
前
向
き
に
納
得

で
き
る
言
葉
で
現
場
の
教
師
に
伝
え
る
た
め

に
は
、
管
理
職
自
身
が
未
来
の
社
会
を
見
据

え
て
い
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　そ
し
て
管
理
職
に
限
ら
ず
、教
師
は
「
こ

う
い
う
生
徒
を
育
て
た
い
」と
い
う
思
い
を

持
ち
、
同
僚
と
語
り
合
う
こ
と
が
何
よ
り
も

大
切
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
不
断
に
、
そ
し

て
し
な
や
か
に
「
あ
た
り
前
」
を
見
直
し
て
、

よ
り
よ
い
教
育
を
実
現
す
る
た
め
に
も
必
要

な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、４
校
の
実
践
を
紹
介
す
る
。業
務
負
担
の
軽
減
や
持
続
可
能
な
探
究
学
習
、

教
師
の
勤
務
形
態
、
部
活
動
の
実
施
形
態
、校
則
の
見
直
し
と
い
っ
た
課
題
を
前
に
、各
校
は

そ
れ
ま
で
の「
あ
た
り
前
」を
ど
の
よ
う
に
見
直
し
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
過
程
を
見
て
い
く
。

視点１●目的に合っているか
 目的を達成できる取り組みや仕組みか。
 実施することが目的になってしまっていないか。

視点２●目的に応じた成果を出しているか
 目的を達成する成果が出ているか。
 費やした時間や労力に見合う成果が得られているか。
 取り組みが自己満足に終わっていないか。

視点３●効率的に進められているか
 慣習として続けている非効率な手順はないか。
 省略できるステップはないか。
 ＩＣＴを活用することで、自動化・代替できる部分はな
いか。

視点４●時代の要請を踏まえているか
 社会や技術の変化によって、取り組みや仕組み自体が
「時代遅れ」になっていないか。
 オンライン化やＡＩの活用などを取り入れることで、取
り組みや仕組みの質の向上、新たな価値の創出ができ
ないか。

視点５●生徒が主語であるか
 生徒のニーズや実態に合っているか。
 生徒にとって、その活動にどれだけの学習的・精神的
な価値があるか。

 学校の都合のみに依拠した活動になっていないか。

※取材を基に編集部で作成。

•遅くまで職員室に残り、仕事をやっている感を出すことをや
めた。（公立）

•通知表や生徒指導要録の手書きをやめ、デジタル化。授業の
課題や資料なども、紙ではなくデジタルで配信。（私立）

•テストの採点にＩＣＴを活用した。業務の効率化が図られ、
結果分析に時間を割くことができるようになった。（公立）

•朝の全体の打ち合わせを廃止した。（公立）

•職員室を固定席とせず、フリーデスク化した。（公立）

•教師による現金徴収をやめ、銀行振り込みを導入した。（公立）

•「総合的な探究の時間」の授業時間を45分間にし、夏季休
業の短縮などをして、金曜日の午後を「金探」と称して探究
学習の時間にした。学校外の活動も奨励。（公立）

•生徒自身が写真を撮影することができる時代であることを踏
まえて、卒業アルバムのページ数を調整した。（公立）

•部活動の目標を、顧問ではなく、生徒が設定し、その達成に
向けた計画も生徒が立てるようにした。（公立）

•学校のルールは社会のルールと同一と定め、学校独自の校則
を撤廃した。（公立）

•頭髪、身だしなみの厳しい指導をやめた。（公立）

•夏服・冬服の衣替えを廃止。好きな時に夏服・冬服を選べる
ようにした。（公立）

•生徒会の取り組みにより、冬季の部活動終了後のウインドブ
レーカーやジャージでの下校を認めることとした。（私立）

※『VIEW next』高校版読者モニターアンケート結果より（アンケートは
2025年10月にウェブで実施。有効回答数は115）。

本誌読者モニターから寄せられた、見直した「あたり前」の例図４ 見直すべき「あたり前」に気づくための視点図３

管
理
職
こ
そ
、

未
来
の
社
会
に
目
を
向
け
る
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長
野
県
野
沢
北
高
校
は
、
２
０
２
３
年
度

か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
自
動
採
点
シ
ス
テ

ム
（
＊
）
を
導
入
し
、
定
期
考
査
な
ど
の
採

点
業
務
に
か
か
る
教
師
の
負
担
の
軽
減
を
図

っ
て
い
る
。
教
師
が
採
点
に
費
や
す
時
間
は
、

導
入
以
前
と
比
べ
る
と
３
分
の
１
程
度
ま
で

に
削
減
さ
れ
た
。

　
自
動
採
点
シ
ス
テ
ム
の
導
入
の
き
っ
か
け

を
つ
く
っ
た
の
は
柳
沢
敬け

い

校
長
だ
。
解
答
用

紙
を
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
読
み
取
り
、
シ
ス
テ
ム

上
で
正
誤
判
断
・
採
点
・
自
動
集
計
す
る
こ

と
で
、
採
点
業
務
に
割
く
時
間
を
大
幅
に
減

ら
し
た
自
治
体
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
全

国
紙
の
記
事
を
職
員
に
回
覧
し
た
。
22
年
5

月
の
こ
と
だ
。

　「
教
師
の
仕
事
の
中
で
、
効
率
化
で
き
る

可
能
性
が
残
っ
て
い
る
う
ち
の
１
つ
が
採
点

業
務
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
県
内
に
は
そ

う
し
た
採
点
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
学

校
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
本
校
が
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
自
動
採
点
シ
ス
テ
ム
の
運
用

の
先
駆
け
と
な
り
、
そ
れ
を
他
校
に
も
広
め

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
県
全
体
の
働
き
方
改

革
に
貢
献
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

し
た
」

　
そ
の
記
事
に
反
応
し
た
教
師
の
１
人
が
、

理
数
科
主
任
の
赤あ

か

羽ば

根ね

弦
先
生
だ
っ
た
。

　「
採
点
業
務
に
か
か
る
時
間
を
減
ら
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
時
間
を
教
材
研
究

な
ど
に
充
て
た
い
と
日
頃
か
ら
考
え
て
い
た

の
で
、
す
ぐ
に
校
長
に
『
シ
ス
テ
ム
を
開
発

❶定期考査などの採点は手作
業で行う業務。

❶採点業務の負担を軽減した
いと考えた教師が率先して
ICTを活用した採点を行
い、成果を校内に周知した。

❶自動採点システムの導入に
より、採点業務の時間が３
分の１程度までに削減。成
績データの活用による生徒
の学習改善・教師の指導改
善も進んだ。

❷ペーパーテストで測れる資
質・能力を、育成を目指す
資質・能力の中心に据える。

❷全教師へのアンケートで、
生徒に育成したい資質・能
力や、探究学習の実施に向
けた不安などを聞いた。

❷全校体制で探究学習を推進
する仕組みを構築し、現場
の声を反映した指導改善を
模索し続けている。

＊　大日本印刷株式会社が提供するサービス「リアテンダント」。

かつての同校で「あたり前」だったこと

「あたり前」を見直した経緯・きっかけ

見直しの成果・今後の展望

自
動
採
点
シ
ス
テ
ム
の
導
入
で

採
点
業
務
の
負
担
が
軽
減

現
場
の
問
題
意
識
に
耳
を
傾
け
て
課
題
を
発
見
し
、

若
手
・
中
堅
の
教
師
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
む

長
野
県
野
沢
北
高
校

長
野
県
野
沢
北
高
校
は
、
定
期
考
査
な
ど
の
採
点
に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
採
点
業
務
に
か
か
る
教
師
の
負
担
を
大
幅
に
削
減
し
た
。

ま
た
、
現
在
で
は
多
く
の
学
校
が
取
り
組
む
探
究
学
習
に
、
同
校
は
10
年
以
上
も
前
か
ら
全
校
体
制
で
取
り
組
む
こ
と
を
模
索
し
、
実
践
を
積
み
重
ね
て
き
た
。

そ
の
い
ず
れ
も
が
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
現
場
の
教
師
の
問
題
意
識
か
ら
始
ま
っ
た
取
り
組
み
で
あ
り
、

時
間
を
か
け
て
教
師
一
人
ひ
と
り
の
意
識
変
容
を
促
す
改
革
だ
っ
た
。

業務負担の軽減／
持続可能な探究学習

事 例 1
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し
た
企
業
に
話
を
聞
い
て
み
た
い
』
と
相
談

し
ま
し
た
。
夏
季
休
業
期
間
中
に
企
業
担
当

者
を
本
校
に
招
き
、
説
明
を
聞
き
ま
し
た
」

　
そ
し
て
23
年
４
月
か
ら
自
動
採
点
シ
ス
テ

ム
の
運
用
が
始
ま
っ
た
。
だ
が
、
設
定
に
手

間
が
か
か
る
こ
と
、
採
点
の
正
確
性
に
対
す

る
不
安
が
拭
い
切
れ
な
い
こ
と
を
理
由
に
、

積
極
的
に
使
用
す
る
の
は
一
部
の
教
師
に
限

ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
赤
羽
根
先
生
が
採

点
業
務
を
短
時
間
で
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
終
え

る
様
子
を
見
た
他
の
教
師
が
関
心
を
示
し
始

め
、
設
定
方
法
な
ど
を
赤
羽
根
先
生
に
尋
ね

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
２
年
目
に
は
、
校
内
に
知
見
が
蓄
積
さ
れ
、

赤
羽
根
先
生
以
外
に
も
自
動
採
点
シ
ス
テ
ム

の
利
点
を
実
体
験
を
交
え
て
同
僚
に
説
明
で

き
る
教
師
が
増
え
た
。
さ
ら
に
、
シ
ス
テ
ム

そ
の
も
の
の
改
善
が
進
ん
だ
こ
と
で
、
担
当

教
科
の
定
期
考
査
の
採
点
業
務
で
同
シ
ス
テ

ム
を
利
用
す
る
教
師
は
増
加
し
た
。
導
入
３

年
目
の
25
年
度
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
教
師
が

同
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
い
る
。

　
採
点
業
務
に
か
か
る
教
師
の
負
担
の
軽
減

が
進
ん
だ
だ
け
で
な
く
、
成
績
情
報
を
デ
ジ

タ
ル
管
理
す
る
こ
と
で
、
生
徒
の
学
習
改
善

や
教
師
の
指
導
改
善
が
進
ん
だ
。

　「
導
入
し
た
自
動
採
点
シ
ス
テ
ム
で
は
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
解
答
状
況
を
設
問
別
に

分
析
し
、
同
じ
点
数
の
生
徒
で
も
理
解
度
が

異
な
る
こ
と
を
客
観
的
に
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
図
）。
定
期
考
査
の
結
果
を
返

却
す
る
際
、
優
先
的
に
復
習
す
べ
き
問
題
を

生
徒
ご
と
に
提
示
す
る
こ
と
も
容
易
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
は
、
提
供
企
業
と
の
協
働
研

究
の
成
果
も
シ
ス
テ
ム
に
反
映
さ
れ
る
予
定

で
す
」（
赤
羽
根
先
生
）

　
５
段
階
で
把
握
し
た
生
徒
の
理
解
度
に
応

じ
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
際
の
班
分
け
を
行

う
な
ど
、
自
動
採
点
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
デ
ー
タ

分
析
の
結
果
を
日
々
の
授
業
改
善
に
生
か
す

こ
と
も
可
能
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
１
問
ご

と
の
正
誤
状
況
や
誤
答
の
傾
向
な
ど
を
分
析

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
自
校
の
生
徒

の
学
力
を
把
握
す
る
上
で
適
切
な
作
問
が
で

き
て
い
る
か
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「
自
動
採
点
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
学
校

の
中
に
は
、
自
動
採
点
が
し
や
す
く
な
る
よ

う
に
定
期
考
査
か
ら
記
述
式
問
題
を
な
く
し

た
学
校
も
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
採
点
業
務

に
か
か
る
教
師
の
負
担
の
軽
減
を
優
先
す
る

が
あ
ま
り
、
生
徒
の
希
望
進
路
の
実
現
に
必

要
な
学
力
の
育
成
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
新
し
い
こ
と
を
取

り
入
れ
る
過
程
で
は
、
本
質
を
見
誤
っ
て
い

な
い
か
を
入
念
に
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
し
た
」（
赤
羽
根
先
生
）

　
同
校
で
は
、
全
教
師
が
参
画
し
て
探
究
学

習
を
進
め
る
体
制
を
17
年
度
か
ら
構
築
し
て

い
る
。
そ
の
最
初
の
一
歩
は
、
14
年
度
に
実

施
さ
れ
た
教
職
員
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
だ
っ

た
と
、
探
究
主
任
の
澤
田
浩
文
先
生
は
説
明

す
る
。

　「
本
校
の
未
来
の
あ
り
方
を
考
え
る
た
め

に
設
置
さ
れ
た
将
来
構
想
委
員
会
が
、
教
職

員
に
対
し
て
、
生
徒
に
身
に
つ
け
さ
せ
た
い

探
究
主
任

澤
田
浩
文 

さ
わ
だ
・
ひ
ろ
ふ
み

同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。

国
語
科
。

理
数
科
主
任

赤
羽
根

　弦 

あ
か
ば
ね
・
げ
ん

同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。

理
科
（
生
物
）。

教
頭田中

　聡 

た
な
か
・
さ
と
し

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

校
長柳沢

　敬 
や
な
ぎ
さ
わ
・
け
い

同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。

ある科目のテストでの生徒の理解度分析表の例図

2 3

※学校資料を基に編集部で作成。

生徒をテストの得点順で
表示。

テスト問題への理解度を
ＡからＥの５ランクに分け、
解答状況を基に、生徒がど
のランクに該当する可能性が
あるかを表示。

理解度でのランクづけを
得点と見比べることで、得点
は低いが理解度が高い生徒
などを発見できる。

1

2

3

1

持
続
可
能
な
探
究
学
習
の

仕
組
み
を
３
年
間
か
け
て
つ
く
る

設
立
　
１
９
０
１
（
明
治
34
）年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
・
理
数
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
２
０
０
人

２
０
２
４
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大
は
、
北
海

道
大
、
筑
波
大
、
群
馬
大
、
埼
玉
大
、
千
葉
大
、
東
京
学

芸
大
、
横
浜
国
立
大
、
金
沢
大
、
信
州
大
、
名
古
屋
大
、

大
阪
大
、
熊
本
大
な
ど
に
82
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
青

山
学
院
大
、
慶
應
義
塾
大
、
国
際
基
督
教
大
、
上
智
大
、

中
央
大
、
明
治
大
、
立
教
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ

２
８
６
人
が
合
格
。

学
校
概
要
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力
に
つ
い
て
尋
ね
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
難
関
大
学
の
一
般
選

抜
で
多
く
の
生
徒
を
合
格
さ
せ
て
き
た
本
校

に
お
い
て
も
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
だ
け
で
は

測
れ
な
い
資
質
・
能
力
、
具
体
的
に
は
論
理

的
に
考
え
る
力
や
自
分
の
意
見
を
他
者
に
伝

え
る
力
、
異
な
る
立
場
の
人
を
思
い
や
る
力

な
ど
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
う
し
た
力
を
育
成
す
る
教

育
活
動
と
し
て
、
生
徒
が
主
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
探
究
学
習
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
も

分
か
り
ま
し
た
」

　
一
方
で
同
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
探
究
学
習

に
関
す
る
業
務
が
一
部
の
教
師
に
集
中
す
る

他
校
の
例
を
挙
げ
て
、
探
究
学
習
に
か
か
わ

る
こ
と
に
躊
躇
す
る
率
直
な
声
も
あ
っ
た
。

全
教
師
が
無
理
な
く
探
究
学
習
に
か
か
わ
り

な
が
ら
、
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
仕
組
み

が
必
要
な
こ
と
も
同
校
は
認
識
し
た
。

　
そ
の
後
、
将
来
構
想
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

の
教
師
が
率
先
し
て
探
究
的
な
授
業
を
実
践

し
、
校
内
に
公
開
。
探
究
学
習
へ
の
期
待
や

不
安
に
つ
い
て
教
師
た
ち
が
語
り
合
え
る
場

も
継
続
的
に
つ
く
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、

自
校
の
探
究
学
習
の
理
念
と
生
徒
の
活
動
へ

の
教
師
の
か
か
わ
り
方
な
ど
を
示
し
た
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
を
開
始
し
た
。

　
全
校
体
制
で
の
探
究
学
習
を
ス
タ
ー
ト
し

た
の
は
、
同
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
か
ら
３
年

後
の
17
年
度
だ
。

　「
探
究
学
習
は
、
授
業
の
流
れ
や
指
導
の

ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
以
上
に
、
な
ぜ
探
究
学
習

が
必
要
な
の
か
、
教
師
に
は
ど
の
よ
う
な
か

か
わ
り
が
求
め
ら
れ
る
か
と
い
っ
た
理
念
の

浸
透
が
重
要
で
す
。
性
急
に
探
究
学
習
を
導

入
す
る
の
で
は
な
く
、
探
究
学
習
に
意
欲
的

な
教
師
が
授
業
を
率
先
し
て
行
い
、
ほ
か
の

教
師
に
見
て
も
ら
う
こ
と
を
通
じ
て
、
言
葉

だ
け
で
は
伝
わ
り
に
く
い
理
念
を
広
め
、『
自

分
も
取
り
組
ん
で
み
た
い
』
と
い
う
期
待
感

を
高
め
て
い
き
ま
し
た
」（
澤
田
先
生
）

　
全
校
体
制
で
の
実
施
か
ら
9
年
目
を
迎
え

た
同
校
の
探
究
学
習
は
、
様
々
な
点
で
ブ
ラ

ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
続
け
て
い
る
。

　
24
年
度
か
ら
は
、
入
学
直
後
の
１
年
生
が

４
月
に
丸
１
日
を
か
け
て
探
究
学
習
に
取
り

組
む
、「
ミ
ニ
探
究
ｄ
ａ
ｙ
」
を
実
施
し
て

い
る
が
、
そ
れ
は
探
究
学
習
に
対
す
る
教
師

た
ち
の
問
題
意
識
か
ら
始
ま
っ
た
、「
あ
た

り
前
」
を
見
直
す
取
り
組
み
の
１
つ
だ
。

　「
本
校
で
は
１
年
次
に
探
究
学
習
の
基
礎

を
学
び
、
２
年
次
か
ら
本
格
的
に
実
践
に
取

り
組
み
ま
す
が
、
２
年
次
の
探
究
学
習
を
充

実
し
た
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
１
年
次
に

探
究
学
習
の
サ
イ
ク
ル
を
経
験
さ
せ
た
方
が

よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
声
が
同
僚
か

ら
上
が
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
課
題
の
設
定

か
ら
ま
と
め
・
発
表
ま
で
を
『
ミ
ニ
探
究
ｄ

ａ
ｙ
』
で
経
験
し
た
上
で
、
何
を
改
善
す
る

と
よ
い
か
を
振
り
返
る
こ
と
で
、
探
究
学
習

に
つ
い
て
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
に
し
ま
し

た
」（
澤
田
先
生
）

　
同
校
は
地
域
の
企
業
や
大
学
な
ど
と
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
を
形
成
し
て
お
り
、
約
30
人
の

社
会
人
が
外
部
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
生
徒
の

探
究
学
習
に
伴
走
し
て
い
る
。
外
部
サ
ポ
ー

タ
ー
が
参
加
す
る
こ
と
で
、
探
究
学
習
に
伴

走
す
る
教
師
の
負
担
が
減
っ
た
一
方
で
、
外

部
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
折
衝
な
ど
、
新
た
な
業

務
も
生
ま
れ
て
い
る
。
同
校
で
は
、
そ
う
し

た
業
務
を
担
う
教
師
の
授
業
時
数
を
減
ら
す

な
ど
し
て
、
探
究
学
習
を
持
続
可
能
な
教
育

活
動
に
し
て
い
る
。

　
同
校
で
は
、
教
育
課
程
や
授
業
評
価
の
検

討
委
員
会
、
将
来
構
想
委
員
会
の
委
員
長
を

若
手
・
中
堅
の
教
師
が
務
め
て
い
る
。
そ
う

し
た
教
師
が
議
論
の
中
心
と
な
り
、
学
校
を

代
表
し
て
他
校
視
察
な
ど
に
出
か
け
る
こ
と

の
重
要
性
を
田
中
聡さ

と
し

教
頭
は
語
る
。

　「
若
手
の
教
師
が
現
状
へ
の
疑
問
や
改
善

の
ア
イ
デ
ア
を
忌
憚
な
く
述
べ
、
そ
れ
ら
を

ベ
テ
ラ
ン
の
教
師
が
受
け
止
め
る
風
土
が
本

校
に
は
あ
り
ま
す
。
自
動
採
点
シ
ス
テ
ム
の

導
入
・
運
用
も
全
校
体
制
で
の
探
究
学
習
も
、

若
手
・
中
堅
の
教
師
が
リ
ー
ド
し
な
が
ら
進

め
て
き
ま
し
た
。
社
会
が
大
き
く
変
化
す
る

中
、
こ
れ
ま
で
の
あ
り
方
に
と
ら
わ
れ
ず
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
楽
し
む
姿
勢
は
、
次
代
を
担

う
生
徒
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
教
師
に
も
求

め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

　
田
中
教
頭
は
、
同
校
の
若
手
の
教
師
た
ち

が
終
業
後
の
ち
ょ
っ
と
し
た
時
間
に
、
こ
れ

か
ら
の
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
語
り
合
う

様
子
を
見
る
と
、
高
校
教
育
に
未
来
と
希
望

を
感
じ
る
と
い
う
。

　「
働
き
方
改
革
と
し
て
は
早
く
帰
宅
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
が
、
教
師
と
し
て
の
成
長

に
は
、
教
師
同
士
の
対
話
の
時
間
が
間
違
い

な
く
必
要
で
す
」（
田
中
教
頭
）

　
柳
沢
校
長
は
、管
理
職
の
責
務
と
し
て
「
若

手
・
中
堅
の
教
師
が
自
校
で
の
勤
務
を
経
て
、

今
後
、
現
場
で
ど
ん
な
活
躍
を
す
る
人
材
と

な
り
そ
う
か
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
」
の
重

要
性
を
語
る
。

　「
教
師
一
人
ひ
と
り
の
潜
在
能
力
や
興
味
・

関
心
が
分
か
る
と
、
学
校
の
課
題
に
取
り
組

む
リ
ー
ダ
ー
を
見
つ
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

自
動
採
点
シ
ス
テ
ム
も
、
校
長
の
私
が
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
で
指
示
を
出
す
の
で
は
な
く
、
赤

羽
根
先
生
が
興
味
を
持
ち
、
率
先
し
て
動
い

た
か
ら
こ
そ
、
ほ
か
の
教
師
に
波
及
し
、
学

校
全
体
の
変
化
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
学
校
を
変
え
る
た
め
に
は
、
学
校
の

中
の
課
題
を
見
つ
け
ら
れ
る
人
、
そ
の
課
題

に
取
り
組
め
る
人
を
管
理
職
が
見
極
め
、
支

援
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
」

自
校
の
課
題
を
見
つ
け
、
そ
れ
に

取
り
組
め
る
教
師
を
見
極
め
る
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愛
知
県
・
私
立
滝
中
学
校
・
滝
高
校
は

２
０
１
６
年
９
月
、
生
徒
に
よ
り
よ
い
教
育

を
提
供
す
る
た
め
、
株
式
会
社
滝
教
育
研
究

所
を
設
立
し
た
。
現
在
、
同
校
の
教
師
は
同

研
究
所
で
、
勤
務
時
間
外
の
学
習
講
座
や
休

業
日
の
部
活
動
の
指
導
を
業
務
委
託
で
行
っ

て
お
り
、
教
師
の
適
正
な
労
働
環
境
の
整
備

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
（
Ｐ
．12
図
１
・
２
）。

　
同
研
究
所
は
、
14
年
度
に
始
ま
っ
た
創
立

１
０
０
周
年
に
向
け
て
自
校
の
教
育
の
あ
り

方
を
考
え
る
委
員
会
で
の
議
論
を
発
端
に
設

立
さ
れ
た
。
ベ
テ
ラ
ン
教
師
の
委
員
の
１
人

が
、「
昔
は
生
徒
も
教
師
も
学
校
の
近
く
に

住
ん
で
い
た
た
め
、
放
課
後
は
教
師
の
自
宅

で
生
徒
に
勉
強
を
教
え
る
『
家
庭
補
習
』
を

行
っ
て
い
た
。
生
徒
と
教
師
の
距
離
が
近
く
、

成
果
も
上
げ
て
い
た
」
と
話
し
た
と
こ
ろ
、

若
手
の
教
師
か
ら
「
自
分
た
ち
も
『
家
庭
補

習
』
の
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
」
と

い
う
声
が
上
が
っ
た
。

　
ま
た
、
当
時
は
高
校
３
年
生
が
放
課
後
や

休
業
日
に
自
主
勉
強
会
を
開
い
て
い
た
。
下

校
時
刻
以
降
や
休
業
日
は
公
共
施
設
を
利
用

し
て
生
徒
同
士
が
教
え
合
い
、
切
磋
琢
磨
し

て
い
た
。
自
主
勉
強
会
は
後
輩
に
引
き
継
が

れ
て
い
っ
た
が
、
15
年
度
に
は
公
共
施
設
を

使
用
で
き
な
く
な
っ
た
。
生
徒
は
休
業
日
だ

け
で
も
学
校
の
教
室
を
使
え
る
よ
う
に
で
き

な
い
か
学
校
に
相
談
し
た
が
、
教
師
は
休
日

出
勤
と
な
る
た
め
、
協
力
で
き
る
か
は
不
透

明
だ
っ
た
。
そ
の
状
況
を
聞
い
た
学
校
は
、

見直しの成果・今後の展望

❶教師は勤務時間外でも生
徒の意欲に応えて指導。

❶生徒の思いを尊重しつ
つ、勤務時間外の学習
指導や休業日の部活動
の指導を業務委託する
仕組みとして、株式会
社の設立を発案。

❶勤務時間内に業務が終
わるよう、工夫して効
率的に業務を進めるよ
うになり、多くの教師が
定時で退勤できている。

❷職員会議で合意形成を
してから物事を進める。

❷学校経営上の事案は経
営者の判断で見直しや
変更を進め、素早く対
応。

❷現場の教師が「小さな
経営感覚」を持ち、変化
に柔軟に対応するよう
になった。

＊　滝教育研究所の設立・運営を始めとする同校の取り組みは、2025年７月１日に実施した「『VIEW next』高校版 2025 年４月号 特集テーマ連動オンライ
ンセミナー」でも紹介しました。同セミナーのアーカイブ動画は、ウェブサイト『VIEW next ONLINE』の「ウェブオリジナル記事」（https://view-next.
benesse.jp/view/web-hs/article32854/）、または右の２次元コードからアクセスしてください。

かつての同校で「あたり前」だったこと

「あたり前」を見直した経緯・きっかけ

勤
務
時
間
外
に
教
師
と
生
徒
が
学
ぶ
場

を
つ
く
る
た
め
、株
式
会
社
を
設
立

株
式
会
社
を
設
立
し
、勤
務
時
間
外
の
業
務
を
委
託
。

有
志
の
教
師
の
労
働
環
境
を
守
り
つ
つ
、生
徒
の
意
欲
に
応
え
る

愛
知
県・
私
立
滝
中
学
校・滝
高
校

愛
知
県
・
私
立
滝
中
学
校
・
滝
高
校
は
２
０
１
６
年
度
、
株
式
会
社
滝
教
育
研
究
所
を
設
立
し
、

学
校
の
勤
務
時
間
外
の
学
習
指
導
や
休
業
日
の
部
活
動
の
指
導
を
業
務
委
託
す
る
仕
組
み
を
整
え
た
。

当
初
は
教
師
か
ら
も
、
教
育
機
関
が
株
式
会
社
を
運
営
す
る
こ
と
へ
の
反
発
も
あ
っ
た
が
、
今
で
は
教
育
活
動
の
可
能
性
を
広
げ
る
、

同
校
に
と
っ
て
不
可
欠
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
一
連
の
活
動
を
通
じ
て
、
教
師
の
働
き
方
や
学
校
経
営
に
対
す
る
意
識
改
革
も
進
ん
で
い
る
。

教師の勤務形態／
部活動の実施形態

事 例 2
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た
（
図
１
）。
労
働
組
合
委
員
長
を
務
め
る

秋
田
陽よ

う

哉や

先
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
生
徒
も
参
加
は
任
意
で
あ
り
、
学
習
意

欲
の
高
い
生
徒
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
私
も

学
習
講
座
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
生
徒
の

学
び
た
い
と
い
う
思
い
を
肌
で
感
じ
る
こ
と

で
、
教
師
も
意
欲
的
に
な
り
、
講
座
数
が
増

え
て
い
き
ま
し
た
。
加
え
て
、
研
究
所
の
こ

と
が
新
聞
記
事
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
多
く
の

学
校
が
視
察
に
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
外
部
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
仕
組
み
だ

と
校
内
に
周
知
さ
れ
る
と
、
反
発
の
声
は
小

さ
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
」

　　
同
研
究
所
に
よ
っ
て
、
部
活
動
の
指
導
形

態
も
転
換
さ
れ
た
。

　
同
校
は
17
年
３
月
に
、
労
働
基
準
監
督
署

の
聞
き
取
り
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
労
働
基

準
法
に
合
う
よ
う
に
就
業
規
則
等
の
変
更
、

労
働
組
合
と
の
取
り
決
め
の
見
直
し
を
行
っ

た
。
そ
の
時
に
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
の
が

休
業
日
の
部
活
動
だ
っ
た
。
登
校
日
の
部
活

動
は
終
了
時
刻
を
生
徒
の
下
校
時
刻
の
17
時

30
分
と
す
る
こ
と
で
教
師
の
勤
務
時
間
内
に

収
ま
る
が
、
休
業
日
の
部
活
動
は
勤
務
時
間

外
と
な
る
。
し
か
し
、
生
徒
や
教
師
か
ら
は
、

土
日
に
も
部
活
動
を
や
り
た
い
と
い
う
声
が

何
と
か
生
徒
の
思
い
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
考

え
た
と
、
当
時
校
長
を
務
め
て
い
た
中な

か
し
ま島
政

彦
副
理
事
長
は
語
る
。

　「
教
師
が
『
家
庭
補
習
』
の
よ
う
な
仕
組

み
を
つ
く
り
た
い
と
思
い
、
生
徒
は
放
課
後

や
休
業
日
に
仲
間
と
学
習
で
き
る
場
を
探
し

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
教
師
の
勤
務
時
間

外
に
、
学
校
以
外
の
場
所
で
、
生
徒
と
教
師

や
生
徒
同
士
が
切
磋
琢
磨
で
き
る
場
を
つ
く

る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
場
を
ど
う
し
た
ら
つ
く
れ
る
の
か

を
考
え
あ
ぐ
ね
て
い
た
と
こ
ろ
、理
事
長
か
ら

株
式
会
社
の
設
立
を
提
案
さ
れ
ま
し
た
」

　
学
習
講
座
の
業
務
を
同
社
に
委
託
し
、
同

校
の
教
師
の
業
務
委
託
と
す
れ
ば
、
生
徒
に

も
っ
と
教
え
た
い
と
い
う
教
師
が
、勤
務
時

間
外
に
報
酬
を
得
な
が
ら
活
躍
で
き
る
。
ま

た
、
生
徒
の
自
主
勉
強
会
の
開
催
も
可
能
に

な
る
。
財
団
法
人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も
検
討
さ

れ
た
が
、
財
務
管
理
や
意
思
決
定
の
速
さ
を

考
慮
す
る
と
、
株
式
会
社
が
最
適
と
い
う
結

論
に
至
っ
た
。

　
同
研
究
所
で
任
意
の
教
師
に
よ
っ
て
行
わ

れ
る
学
習
講
座
は
、
開
講
時
間
を
退
勤
時
刻

後
に
自
由
に
設
定
で
き
る
。
教
師
の
も
っ
と

教
え
た
い
と
い
う
意
欲
と
、生
徒
の
も
っ
と

学
び
た
い
と
い
う
意
欲
に
応
え
る
こ
と
が
で

き
る
仕
組
み
だ
が
、
同
研
究
所
の
設
立
当
初

は
教
師
か
ら
の
反
発
が
あ
っ
た
。「
株
式
会

社
＝
利
益
追
求
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
、

「
聖
職
者
で
あ
る
教
師
が
従
事
し
て
よ
い
の

か
」と
い
っ
た
捉
え
方
を
す
る
教
師
が
少
な

く
な
か
っ
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
同
研
究
所
の
運
営
に
賛
同

す
る
教
師
に
よ
っ
て
基
礎
学
力
の
定
着
や
大

学
入
試
対
策
な
ど
の
学
習
講
座
が
設
け
ら
れ

た
。
生
徒
か
ら
の
評
判
は
上
々
で
、
そ
れ
に

伴
い
、
講
座
数
や
受
講
者
数
は
増
え
て
い
っ

※学校資料を基に編集部で作成。

※学校資料を基に編集部で作成。
②個人業務委託契約

業務委託契約
•学習講座の講師
•部活動の指導副業届け

株式会社
滝教育研究所

滝中学校・
滝高校

滝中学校・滝高校
の教師

①業務希望を提出

労
働
組
合
委
員
長

秋
田
陽
哉 

あ
き
た
・
よ
う
や

同
校
に
赴
任
し
て
14
年
目
。

国
語
科
。
滝
教
育
研
究
所
講
師
。

副
理
事
長
、
学
園
長

中
島
政
彦 

な
か
し
ま
・
ま
さ
ひ
こ

同
校
に
赴
任
し
て
50
年
目
。

滝教育研究所の主な活動内容図１

講座部門

クラブ活動部門

•開講を希望した同校の教師等による学習講座
研究所が設定した基礎講座、教師が設定した大学入試対策
講座、同校卒業生によるAIの活用講座など。
•セミナー室、自習室の提供
　生徒・教師が放課後や休業日に利用可能。
【講座の設置数・受講者数】

年度 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

講座数 28 37 37 32 36 42 31

受講者数 353 577 617 532 627 662 577

25 年度は44 講座を開講。受講者数は延べ人数。

•休業日の部活動の運営（図３参照）

滝教育研究所と同校との業務委託の仕組み図２

受
講
者
の
増
加
に
伴
い
、

新
た
な
講
座
の
形
態
が
定
着

休
業
日
の
部
活
動
の
指
導
も

研
究
所
に
業
務
委
託

設
立
　
１
９
２
６
（
大
正
15
）年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
高
校
１
学
年
約
３
７
０
人

２
０
２
４
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大
は
、
北
海

道
大
、
東
北
大
、
東
京
大
、
岐
阜
大
、
名
古
屋
大
、
京
都

大
、
大
阪
大
、
神
戸
大
な
ど
に
１
６
６
人
が
合
格
。
私
立

大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
上
智
大
、
東
京
理
科
大
、
早
稲
田

大
、
愛
知
医
科
大
、
南
山
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
な

ど
に
延
べ
５
２
２
人
が
合
格
。

学
校
概
要
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あ
り
、
土
日
に
行
わ
れ
る
公
式
大
会
に
対
応

で
き
る
体
制
も
必
要
だ
っ
た
。

　
そ
こ
で
18
年
度
か
ら
、
学
習
講
座
と
同
様

に
、
休
業
日
の
部
活
動
の
指
導
を
同
研
究
所

に
業
務
委
託
す
る
こ
と
に
し
た
。
具
体
的
に

は
、
土
日
の
部
活
動
を
実
施
す
る
か
し
な
い

か
を
部
活
動
の
顧
問
が
選
択
で
き
る
よ
う
に

し
、
実
施
す
る
場
合
は
同
研
究
所
に
登
録
し
、

顧
問
の
教
師
は
業
務
委
託
と
し
た
（
図
３
）。

　「
部
活
動
の
か
か
わ
り
方
は
、
今
や
生
徒

や
保
護
者
、
そ
し
て
教
師
が
自
分
で
決
め
る

時
代
で
す
。
部
活
動
は
生
徒
の
人
間
形
成
に

お
い
て
重
要
な
教
育
活
動
の
１
つ
で
す
が
、

唯
一
の
価
値
観
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
部
活
動

を
や
り
た
い
人
・
や
り
た
く
な
い
人
の
双
方

を
尊
重
す
る
仕
組
み
と
し
て
、
休
業
日
の
部

活
動
は
研
究
所
に
移
管
し
ま
し
た
」（
中
島

副
理
事
長
）

　
同
時
に
、
平
日
も
含
む
１
日
の
活
動
時
間

や
、
休
業
日
に
お
け
る
年
間
の
活
動
日
数
の

上
限
も
決
め
た
。
部
活
動
の
時
間
は
以
前
よ

り
少
な
く
な
っ
た
が
、
各
部
が
工
夫
し
、
効

率
よ
く
練
習
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「
ど
の
部
活
動
も
以
前
と
同
様
か
、そ
れ
以

上
の
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。『
強
く
な
る

た
め
に
は
長
時
間
の
練
習
が
必
要
』
と
い
う

『
あ
た
り
前
』
は
過
去
の
も
の
と
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
」（
秋
田
先
生
）

　
課
題
は
、
顧
問
が
休
業
日
の
活
動
は
実
施

し
な
い
こ
と
を
選
択
し
た
も
の
の
、
生
徒
が

活
動
を
希
望
し
た
場
合
の
対
応
だ
。
現
在
は

外
部
の
コ
ー
チ
を
雇
用
し
て
い
る
が
、
顧
問

の
代
わ
り
の
な
り
手
を
見
つ
け
る
の
は
難
し

く
、
今
後
も
対
応
策
を
検
討
し
て
い
く
。

　
研
究
所
の
設
立
か
ら
10
年
目
の
今
、
教
え

た
い
教
師
と
学
び
た
い
生
徒
が
出
会
い
、
学

び
を
深
め
て
い
く
場
を
提
供
す
る
同
研
究
所

は
、
同
校
に
と
っ
て
不
可
欠
な
存
在
と
な
っ

た
。
研
究
所
の
学
習
講
座
の
担
当
教
師
は
学

校
の
授
業
の
担
当
教
師
と
異
な
る
場
合
が
多

い
た
め
、
生
徒
が
多
様
な
教
師
と
交
流
で
き

る
利
点
も
あ
る
。

　
勤
務
形
態
が
変
わ
っ
た
こ
と
で
、
教
師
の

業
務
の
取
り
組
み
方
も
変
わ
っ
た
。
秋
田
先

生
が
所
属
す
る
国
語
科
で
は
、
そ
れ
ま
で
各

教
師
が
別
個
に
行
っ
て
い
た
定
期
考
査
の
作

問
を
、
同
じ
学
年
の
担
当
者
で
分
担
す
る
こ

と
に
し
て
、
業
務
の
効
率
化
を
図
っ
た
。

　「
退
勤
時
刻
が
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
頃

は
自
前
意
識
が
強
く
、
仕
事
に
メ
リ
ハ
リ
を

つ
け
ず
に
時
間
も
気
に
せ
ず
、
細
部
に
ま
で

こ
だ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
今
は
経
験
を
積
み

重
ね
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
業
務
に
か
か

る
時
間
を
見
通
し
、
空
き
コ
マ
も
有
効
に
活

用
し
て
定
時
に
退
勤
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
」（
秋
田
先
生
）

　
学
校
経
営
に
対
す
る
教
師
の
意
識
も
変
化

し
て
い
る
。
以
前
は
、
新
し
い
取
り
組
み
を

始
め
る
場
合
や
既
存
の
取
り
組
み
に
変
更
が

あ
る
場
合
は
、
職
員
会
議
で
合
意
形
成
を
し

た
上
で
進
め
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
10
年
、

研
究
所
の
設
立
や
就
業
規
則
の
変
更
、
さ
ら

に
は
コ
ロ
ナ
禍
の
対
応
な
ど
、
理
事
会
や
管

理
職
の
選
択
を
、
教
師
は
自
分
事
と
し
て
捉

え
て
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
れ
が
教
師
の
意

識
も
変
え
た
と
、
秋
田
先
生
は
語
る
。

　「
か
つ
て
は
、よ
り
よ
い
教
育
活
動
を
実

現
し
た
い
と
い
う
教
師
個
々
の
思
い
を
尊
重

し
、
合
議
制
を
採
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

迅
速
に
経
営
判
断
を
し
て
対
応
す
べ
き
事
案

が
続
き
、教
師
は
否
応
な
く
変
化
し
て
き
ま

し
た
。そ
の
経
験
の
積
み
重
ね
で
、教
師
は
変

化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
と

も
に
、経
営
的
視
点
を
持
っ
て
物
事
を
捉
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
、
発

案
者
が
誰
で
あ
れ
、学
校
が
よ
り
よ
く
な
る

ア
イ
デ
ア
は
、理
事
会
や
管
理
職
の
判
断
を

経
て
、教
師
は
主
体
的
に
そ
の
実
現
に
向
け

て
ま
い
進
し
ま
す
。
中
島
副
理
事
長
は
常
々
、

『
小
さ
な
経
営
感
覚
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
』
と

私
た
ち
に
伝
え
て
い
ま
す
が
、そ
れ
が
教
師

間
に
根
づ
い
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　
同
研
究
所
は
今
後
、
不
登
校
の
生
徒
の
学

習
場
所
を
提
供
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

る
。
研
究
所
の
存
在
が
教
育
活
動
の
広
が
り

を
後
押
し
し
て
い
る
。

滝教育研究所を活用した部活動の運営形態図３

■形態
•学校での勤務時間内の部活動を「Ａ活動」、勤務時間外の
部活動を「Ｂ活動」に分ける。
•「Ａ活動」は業務として顧問を決定。「Ｂ活動」は顧問の
意思で実施するかしないかを決定。実施する場合、顧問は
滝教育研究所と個人業務委託契約を結ぶ。

■活動時間
•Ａ活動：終礼後から下校時刻の17時30分まで（実質の活
動時間は、月・水・木は45分間、火・金は１時間45分）。
•Ｂ活動：公式大会等への参加を含め、上限は年間60日。
１日あたりの活動は上限３時間、土日はどちらか１日。公
式大会は１日上限６時間とし、土日連続も可。
•朝練習は原則認めない。

■費用
•部の活動費はそれぞれの部で徴収。
•「Ｂ活動」を行う生徒は滝教育研究所に登録費（学期ごと
に2,000円、年間6,000円）を収める（なお、それまで部
活動の活動費に充てていたＰＴＡ会費を年間9,600円から
年間3,000円に減額）。
•顧問には、「Ｂ活動」の指導料を研究所から支給。

■事故やケガ等への対応
•生徒の事故やケガ等は、独立行政法人日本スポーツ振興セ
ンターによる災害共済給付制度で対応。
•「Ｂ活動」を実施する顧問は、業務災害補償保険に加入。

※学校資料を基に編集部で作成。

教
師
一
人
ひ
と
り
が

小
さ
な
経
営
感
覚
を
持
つ
よ
う
に
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兵
庫
県
・
私
立
滝
川
中
学
校
・
高
校
は
、

２
０
２
５
年
度
か
ら
、
生
徒
の
出
欠
管
理
、

成
績
処
理
な
ど
の
様
々
な
校
務
、
教
職
員
間

や
教
師
と
生
徒
・
保
護
者
間
の
連
絡
を
一
元

管
理
で
き
る
統
合
型
の
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
た
（
＊
１
、
図
１
）。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
校
務
の
効
率
化
の
中
で
特
に
必
要

性
を
感
じ
て
い
た
の
が
出
欠
管
理
の
電
子
化

だ
っ
た
と
、
学
事
情
報
室
長
の
岩
本
拓
也
先

生
は
振
り
返
る
。

　「
多
く
の
高
校
と
同
様
に
、
本
校
に
お
い

て
も
ク
ラ
ス
担
任
が
毎
朝
出
欠
を
確
認
し
、

そ
の
結
果
を
出
席
簿
に
記
入
し
た
後
は
、
教

科
担
当
の
教
師
が
授
業
ご
と
に
出
欠
を
出
席

簿
に
記
入
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
手
作

業
だ
と
ど
う
し
て
も
記
入
ミ
ス
が
発
生
し
ま

す
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
理
由
で
出

席
停
止
に
な
っ
た
生
徒
が
欠
席
扱
い
の
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。

学
期
末
に
担
任
や
教
務
主
任
、
教
科
担
当
　

の
教
師
が
出
欠
情
報
を
集
約
し
、
最
終
確
認

す
る
の
で
す
が
、
そ
の
作
業
に
は
相
応
の
時

間
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
」

　
学
期
末
に
通
知
表
を
見
た
保
護
者
か
ら
、

「
欠
席
日
数
が
実
際
よ
り
も
多
く
カ
ウ
ン
ト

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
問

い
合
わ
せ
を
受
け
る
な
ど
、
生
徒
や
保
護
者

か
ら
の
信
頼
を
失
い
か
ね
な
い
ミ
ス
を
防
ぐ

た
め
に
も
、
ア
ナ
ロ
グ
な
仕
組
み
の
改
修
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
た
と
、
学
事
情
報
室
の

田
口
幸
二
先
生
は
語
る
。

かつての同校で「あたり前」だったこと

「あたり前」を見直した経緯・きっかけ

見直しの成果・今後の展望

❶記入ミスが発生しやす
く、チェックの手間も
かかるのにもかかわら
ず、紙の出席簿を使用。

❶慣れ親しんだ運用では
あるが、正確性や効率
性が欠けていることを
課題と認識。

❶出欠などのデータの管
理における教師にかか
る負担が大幅に軽減し、
教師の勤務状況に明ら
かな改善が見られた。

❷改修しながら同じ成績
管理システムを長年運
用。

❷業務の負担も含むトー
タルのコストを軽減し、
生徒のための時間を増
やしたいと考えた。

❷生徒に関する様々な
データが一元管理され
たことで、生徒把握がよ
り多面的になり、指導改
善の可能性が高まった。

＊１　滝川中学校・高校は、ベネッセコーポレーションが提供する中高一貫校・併設校を含む高校向け次世代型校務支援サービス「ベネッセ校務クラウド」を活用して
いる。詳細はhttps://koumu.benesse.co.jp/で紹介。

校
務
Ｄ
Ｘ
で
業
務
の

負
担
軽
減
と
ミ
ス
防
止
を
図
る

I
C
T
を
活
用
し
、出
欠
や
成
績
の
デ
ー
タ
を
一
元
管
理
。

校
務
負
担
の
軽
減
と
指
導
の
充
実
を
図
る

兵
庫
県
・
私
立
滝
川
中
学
校・
高
校

兵
庫
県
・
私
立
滝
川
中
学
校
・
高
校
は
、
学
校
で
取
り
扱
う
出
欠
や
成
績
な
ど
の
デ
ー
タ
を
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て

一
元
管
理
で
き
る
統
合
型
の
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。
業
務
に
あ
た
る
教
師
の
負
担
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
、

さ
ら
に
は
生
徒
や
保
護
者
と
の
情
報
共
有
が
密
に
な
る
な
ど
の
変
化
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
一
元
管
理
す
る
生
徒
の
様
々
な
デ
ー
タ
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
日
々
の
指
導
が
改
善
さ
れ
る
可
能
性
が
高
ま
る
な
ど
、
想
定
を
超
え
た
成
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。

業務負担の軽減

事 例 3
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　「
私
た
ち
教
師
に
も
１
人
１
台
の
端
末
が

整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

う
ま
く
使
え
ば
、
ミ
ス
を
防
止
し
な
が
ら
業

務
の
負
担
も
軽
減
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
し
た
」

　
そ
う
し
た
現
場
の
思
い
が
高
ま
る
中
、
高

校
現
場
で
も
校
務
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
推
進
が
求
め
ら

れ
、
統
合
型
の
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
学
校
も
増
え
て
き
た
。

　「
私
や
田
口
先
生
が
所
属
す
る
学
事
情
報

室
は
、
各
分
掌
の
業
務
の
Ｄ
Ｘ
化
を
支
援
す

る
校
内
横
断
的
な
組
織
で
す
。
様
々
な
シ
ス

テ
ム
を
比
較
し
、
出
欠
管
理
の
電
子
化
や
成

績
管
理
シ
ス
テ
ム
を
見
直
す
こ
と
を
、
24
年

度
に
校
内
で
提
案
し
ま
し
た
」（
岩
本
先
生
）

　
進
路
指
導
部
長
の
小
林
ひ
か
り
先
生
は

「
校
務
の
Ｄ
Ｘ
化
に
よ
っ
て
、
慣
れ
親
し
ん

だ
運
用
か
ら
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
反
対
意
見

も
あ
っ
た
」
と
、
校
内
の
議
論
を
振
り
返
る
。

　「
授
業
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が
浸
透
し
た
た

め
、
出
欠
管
理
な
ど
に
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
で

き
る
と
い
う
見
通
し
を
ほ
と
ん
ど
の
教
師
が

持
っ
て
い
た
の
は
確
か
で
す
。
そ
れ
で
も
、

一
気
に
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
の
は
不
安
だ
か

ら
、
紙
の
出
席
簿
と
併
用
す
る
の
は
ど
う
か

と
い
っ
た
声
も
根
強
く
あ
り
ま
し
た
。
訂
正

印
が
残
る
な
ど
、
紙
な
ら
で
は
の
安
心
感
を

求
め
る
意
見
で
し
た
」

　
そ
う
し
た
意
見
に
対
し
て
岩
本
先
生
は
、

デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
を
併
用
す
れ
ば
、
か

え
っ
て
業
務
の
負
担
が
増
え
て
し
ま
う
こ

と
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
こ
そ
業
務
の
負
担
が
減
り
、
生
み
出
さ
れ

た
時
間
は
生
徒
の
た
め
に
充
て
ら
れ
る
こ
と

を
丁
寧
に
説
明
し
、
理
解
を
求
め
た
。

　
25
年
度
か
ら
導
入
し
た
校
務
支
援
シ
ス
テ

ム
に
よ
っ
て
、
出
欠
管
理
の
負
担
は
大
き
く

軽
減
し
た
。
特
に
、
欠
席
で
は
な
く
、
出
席

停
止
だ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
の
複
数

日
に
わ
た
る
出
欠
情
報
の
修
正
が
ス
ム
ー
ズ

に
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
欠
課
の

時
数
や
欠
席
の
日
数
を
生
徒
と
保
護
者
が
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
は
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
と
、
教
務
部
の

安
枝
優
介
先
生
は
説
明
す
る
。

　「
出
欠
状
況
を
生
徒
自
身
が
し
っ
か
り
と

確
認
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
以
前
は
ご

く
ま
れ
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
原
級
留
置
と

な
る
ほ
ど
、
特
定
の
科
目
の
授
業
で
欠
課
が

多
か
っ
た
生
徒
が
、『
自
分
が
そ
ん
な
に
休

ん
で
い
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
』
と
、
慌
て

て
担
任
に
相
談
に
来
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
今
年
度
か
ら
は
、
生
徒
、
教
科
担
任
、

ク
ラ
ス
担
任
に
注
意
を
促
す
通
知
が
校
務
支

援
シ
ス
テ
ム
か
ら
自
動
で
送
ら
れ
て
く
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
う
し
た
重
大
な

事
態
に
な
る
前
に
早
め
に
対
応
で
き
ま
す

し
、
教
科
担
当
と
ク
ラ
ス
担
任
の
情
報
共
有

の
手
間
も
大
き
く
軽
減
し
ま
し
た
」

　
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
は
各
教
師
が
所
有
す

る
端
末
と
接
続
し
て
い
る
た
め
、
探
究
学
習

な
ど
で
の
校
外
活
動
の
際
に
も
、
担
当
教
師

が
現
地
で
出
欠
情
報
を
入
力
す
る
こ
と
が
で

滝川中学校・高校の校務DX図１

教
務
部

安
枝
優
介 

や
す
え
だ
・
ゆ
う
す
け

同
校
に
赴
任
し
て
12
年
目
。

数
学
科
。

学
事
情
報
室

田
口
幸
二 

た
ぐ
ち
・
こ
う
じ

同
校
に
赴
任
し
て
14
年
目
。

理
科
。

進
路
指
導
部
長

小
林
ひ
か
り 

こ
ば
や
し
・
ひ
か
り

同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。

理
科
。

学
事
情
報
室
長

岩
本
拓
也 

い
わ
も
と
・
た
く
や

同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。

情
報
科
。

※学校資料を基に編集部で作成。

コミュニケーション機能 校務・教務機能

出欠連絡 出欠管理

活動、記録 週案・
時数管理

マイグループ、
マイページ

掲示板、
チャンネル 成績管理

アンケート 進路

ダッシュボード 出退勤管理各種表簿帳票出力、
文書管理

「
も
う
終
わ
っ
た
の
？
」

同
僚
の
驚
き
の
声

設
立
　
１
９
１
８
（
大
正
７
）年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
３
０
０
人

２
０
２
４
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大
は
、
神
戸

大
、
兵
庫
教
育
大
、
岡
山
大
、
広
島
大
、
九
州
大
、
兵
庫

県
立
大
な
ど
に
23
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、東
京
理
科
大
、

早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
龍
谷
大
、
関
西
大
、

近
畿
大
、
関
西
学
院
大
、
甲
南
大
な
ど
に
延
べ
３
３
９
人

が
合
格
。

学
校
概
要
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き
る
。

　「
こ
れ
ま
で
は
、
現
地
で
名
列
表
に
記
入

し
、
出
席
簿
へ
の
転
記
の
た
め
だ
け
に
、
わ

ざ
わ
ざ
学
校
に
戻
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

端
末
で
出
欠
情
報
を
管
理
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
た
め
、
そ
う
し
た
負
担
も
、
個
人
名
が

書
か
れ
た
紙
を
紛
失
す
る
心
配
も
な
く
な
り

ま
し
た
」（
田
口
先
生
）

　
新
し
い
シ
ス
テ
ム
で
は
、
生
徒
の
希
望
進

路
の
情
報
も
一
元
管
理
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
こ
こ
で
も
ク
ラ
ス
担
任
の
業
務
の
負

担
が
大
き
く
軽
減
さ
れ
た
。

　「
こ
れ
ま
で
は
、
生
徒
の
希
望
進
路
や
大

学
入
試
後
の
合
否
結
果
を
担
任
が
専
用
の
パ

ソ
コ
ン
で
入
力
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
生

徒
が
自
分
の
端
末
か
ら
直
接
入
力
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
未
入
力
者
へ
の
通
知
も

行
え
る
の
で
、
短
期
間
で
の
デ
ー
タ
収
集
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
」（
小
林
先
生
）

　
成
績
処
理
に
お
い
て
も
、
統
合
型
の
シ
ス

テ
ム
を
使
い
始
め
て
ま
だ
７
か
月
ほ
ど
だ

が
、
既
に
業
務
負
担
の
軽
減
を
実
感
し
て
い

る
と
、
田
口
先
生
は
説
明
す
る
。

　「
こ
れ
ま
で
は
、
１
学
期
と
２
学
期
の
成

績
を
３
学
期
に
も
う
１
度
見
直
し
て
、
も
し

も
そ
こ
で
間
違
い
が
発
見
さ
れ
る
と
、
1
学

期
の
成
績
か
ら
も
う
一
度
集
計
し
直
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
１・
２
学
期
末
に
丸

１
日
、
場
合
に
よ
っ
て
は
2
日
ほ
ど
成
績
処

理
に
時
間
を
か
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
今
年
度
は
そ
の
作
業
も
短

時
間
で
終
わ
り
ま
し
た
。『
え
、
も
う
終
わ

っ
た
の
？
　
帰
宅
し
て
い
い
の
？
』
と
、
驚

き
の
声
を
上
げ
る
同
僚
も
い
ま
し
た
」

　
同
校
で
そ
れ
ま
で
使
用
し
て
き
た
成
績
処

理
シ
ス
テ
ム
は
、
20
年
前
に
構
築
さ
れ
た
も

の
を
ベ
ー
ス
に
、
学
校
独
自
の
ル
ー
ル
や
教

科
ご
と
の
慣
習
を
反
映
さ
せ
、
更
新
し
続
け

て
き
た
も
の
だ
っ
た
。

　「
こ
の
先
も
自
分
た
ち
で
更
新
し
て
い
く

よ
り
も
、
更
新
・
標
準
化
を
続
け
て
く
れ
る

外
部
の
シ
ス
テ
ム
に
依
拠
す
る
方
が
ト
ー
タ

ル
の
コ
ス
ト
が
下
が
る
と
考
え
ま
し
た
。
ま

た
、
成
績
処
理
の
シ
ス
テ
ム
が
変
更
さ
れ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
独
自
色
の
強
い

自
校
の
学
習
評
価
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
見

直
す
べ
き
と
こ
ろ
は
見
直
し
て
い
こ
う
と
い

う
機
運
が
校
内
で
高
ま
っ
て
い
ま
す
」（
岩

本
先
生
）

　
学
事
情
報
室
の
メ
ン
バ
ー
は
、
校
務
支
援

シ
ス
テ
ム
の
導
入
検
討
に
際
し
て
校
務
Ｄ
Ｘ

の
先
進
事
例
を
調
べ
る
中
で
、
学
校
の
「
あ

た
り
前
」の
多
く
は
教
師
個
人
や
分
掌
の「
習

慣
」
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
、
定
着
し
て
い
く

も
の
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
だ
か
ら
こ

そ
、
ほ
か
の
教
師
や
分
掌
、
さ
ら
に
は
他
校

の
取
り
組
み
を
知
る
こ
と
で
、
気
づ
か
ず
に

で
き
て
い
る
「
あ
た
り
前
」
を
、
折
に
触
れ

て
見
直
す
重
要
性
を
実
感
し
た
と
い
う
。

　
授
業
改
善
に
お
い
て
も
同
様
で
、
同
校
に

お
け
る
そ
の
見
直
し
の
動
き
の
1
つ
が
、
教

務
担
当
の
安
枝
先
生
が
参
加
す
る
授
業
力
向

上
委
員
会
の
活
動
だ
。
同
委
員
会
で
は
、
教

師
の
授
業
改
善
に
対
す
る
意
欲
を
高
め
る
た

め
に
、
継
続
的
に
授
業
見
学
を
呼
び
か
け
た

り
、
研
究
授
業
を
開
催
し
た
り
し
て
い
る
。

　「
板
書
が
あ
た
り
前
だ
っ
た
授
業
が
、
端

末
や
電
子
黒
板
を
使
う
授
業
に
一
気
に
変
わ

っ
た
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
授
業
の
形
は
さ

ら
に
変
わ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
本
校
に

は
、
高
い
授
業
力
を
持
っ
た
教
師
が
多
い
か

ら
こ
そ
、
教
科
の
違
い
を
超
え
て
、
い
ろ
い

ろ
な
授
業
を
見
る
機
会
を
つ
く
っ
て
い
こ
う

と
し
て
い
ま
す
」（
安
枝
先
生
）

　
ま
た
、
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
で
一
元
管
理

す
る
様
々
な
デ
ー
タ
を
授
業
改
善
の
た
め
に

活
用
す
べ
く
、
検
討
を
始
め
た
。

　「
定
期
考
査
や
模
擬
試
験
、
小
テ
ス
ト
な

ど
の
結
果
を
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
（
図
2
）
で

一
元
管
理
す
る
こ
と
で
、
各
ク
ラ
ス
、
そ
し

て
生
徒
一
人
ひ
と
り
を
よ
り
多
面
的
に
把
握

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
授
業
の

進
め
方
や
学
習
課
題
の
内
容
を
検
討
す
る
際

の
参
考
と
し
て
活
用
し
、
最
終
的
に
は
進
学

指
導
に
役
立
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
小

林
先
生
）

　
さ
ら
に
は
入
学
時
か
ら
卒
業
時
ま
で
に
学

校
が
行
う
調
査
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
、
生

徒
が
自
校
で
ど
の
よ
う
に
成
長
す
る
の
か
を

分
析
す
る
こ
と
で
、
高
校
３
年
間
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
、
岩
本
先
生
は
自
校
に
お
け
る
今

後
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
可
能
性
を
語
る
。

　「
学
校
で
実
施
し
て
き
た
様
々
な
調
査
も
、

た
だ
前
年
踏
襲
で
行
う
の
で
は
な
く
、
指
導

改
善
に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
ど
ん
な
調
査
を

行
え
ば
よ
い
か
、
見
直
し
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」

生徒の多面的な把握に活用するダッシュボード図２

※学校資料を基に編集部で作成。紹介しているデータはダミー。

詳
細
な
生
徒
把
握
を
生
か
し
た

さ
ら
な
る
指
導
改
善
も
視
野
に
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　「
居
心
地
の
よ
い
、ち
ょ
う
ど
い
い
学
校
」

の
実
現
を
目
指
し
、学
校
の
魅
力
化
を
推
進

す
る
岩
手
県
立
千せ

ん
ま
や厩
高
校
は
、
２
０
２
５
年

５
月
に
行
わ
れ
た
生
徒
総
会
で
の
全
校
生
徒

の
承
認
を
経
て
、校
則
の
一
部
を
改
定
し
た
。

改
定
し
た
の
は
身
だ
し
な
み
と
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
使
用
に
関
す
る
項
目
だ
（
Ｐ
．18
図
）。

　
生
徒
が
校
則
を
見
直
す
活
動
を
始
め
た
の

は
、
24
年
度
に
着
任
し
た
熊く

ま
が
い谷
道み

ち
ひ
と仁
校
長
が

そ
の
年
の
５
月
の
生
徒
総
会
で
、「
君
た
ち

は
今
の
校
則
に
納
得
し
て
い
ま
す
か
。
高
校

生
が
化
粧
や
髪
染
め
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て

も
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
も
法
律
上
は
問
題
あ
り

ま
せ
ん
が
、
本
校
で
は
そ
れ
ら
は
校
則
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
よ
い
の
で
す
か
」

と
問
い
か
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
そ

の
ね
ら
い
を
熊
谷
校
長
は
こ
う
説
明
す
る
。

　「
本
校
の
生
徒
は
日
頃
か
ら
校
則
を
守
り
、

生
徒
指
導
上
も
大
き
な
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。だ
か
ら
こ
そ
、校
則
の
見
直
し
を
提

案
し
ま
し
た
。そ
の
ね
ら
い
の
１
つ
は
、何
事

も
う
の
み
に
せ
ず
、疑
問
を
持
ち
、自
ら
考

え
る
力
を
育
む
こ
と
で
す
。規
則
を
た
だ
守

る
の
で
は
な
く
、
規
則
が
な
ぜ
あ
る
の
か
を

説
明
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
人
権
を
始

め
と
す
る
権
利
や
多
様
性
へ
の
生
徒
の
意
識

を
高
め
る
こ
と
も
、
ね
ら
い
の
１
つ
で
し
た
。

世
界
的
に
人
権
意
識
が
高
ま
り
、
様
々
な
背

景
や
特
性
を
持
つ
人
々
へ
の
理
解
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。本
来
は
多
様
性
に
富
む
集
団

❶校則は学校・教師がつ
くるものという生徒の
認識。

❶校長が校則の見直しを
提案。生徒会執行部が
全校生徒を対象に、校
則に関するアンケート
を実施。

❶生徒に「自分たちが学校
をつくる」という意識が
浸透。学校行事もよりよ
いものを目指し、各委員
会での議論が活発に。

❷学校をつくるのは教師。

❷アンケート結果を基に、
生徒会執行部が改定案
を作成。それを土台に各
クラスの代表者による代
議委員会で何度も協議。

❷教師と生徒間の信頼感
が高まり、教師の指導観
が変化。生徒の主体性を
より尊重するように。

かつての同校で「あたり前」だったこと

「あたり前」を見直した経緯・きっかけ

見直しの成果・今後の展望

自
分
で
考
え
る
力
を
育
て
、

人
権
や
多
様
性
を
意
識
さ
せ
た
い

生
徒
主
体
の
校
則
の
見
直
し
を
通
し
て
、

「
自
分
た
ち
が
学
校
を
つ
く
る
」意
識
を
高
め
、行
動
を
促
す

岩
手
県
立
千せ

ん
ま
や厩

高
校

岩
手
県
立
千
厩
高
校
は
２
０
２
４
年
度
、
生
徒
会
執
行
部
が
中
心
と
な
り
、
校
則
の
見
直
し
に
着
手
し
た
。

全
校
生
徒
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
基
に
、
生
徒
会
執
行
部
が
改
定
案
を
作
成
。

各
ク
ラ
ス
の
代
表
者
に
よ
る
代
議
委
員
会
で
議
論
を
重
ね
、
25
年
５
月
、
身
だ
し
な
み
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用
に
関
す
る
校
則
が
改
定
さ
れ
た
。

そ
の
経
験
は
、「
自
分
た
ち
が
学
校
を
つ
く
る
」
と
い
っ
た
生
徒
の
自
治
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
教
師
の
指
導
観
の
変
化
に
も
つ
な
が
っ
た
。

校則の見直し

事 例 4
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で
あ
る
は
ず
の
生
徒
全
員
が
か
か
わ
り
、身

近
で
、し
か
し
疑
問
も
持
た
ず
に
守
っ
て
い

る
校
則
を
見
直
す
こ
と
は
、２
つ
の
ね
ら
い

を
達
成
す
る
上
で
有
効
だ
と
考
え
ま
し
た
」

　　
熊
谷
校
長
か
ら
の
提
案
に
対
す
る
生
徒
の

反
応
は
鈍
く
、
生
徒
会
執
行
部
も
戸
惑
っ
た
。

当
時
の
校
則
に
特
に
不
満
や
問
題
が
な
か
っ

た
た
め
、「
校
則
を
見
直
す
と
言
わ
れ
て
も
、

何
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」
と

言
っ
て
き
た
生
徒
会
執
行
部
に
対
し
て
熊
谷

校
長
は
、「
み
ん
な
が
納
得
で
き
る
校
則
に
な

っ
て
い
る
の
か
を
考
え
て
み
て
」
と
伝
え
た
。

　
生
徒
会
執
行
部
は
話
し
合
い
の
末
、ま
ず

は
全
校
生
徒
の
意
見
を
聞
こ
う
と
、約
４
５
０

人
の
生
徒
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
。
校
則
の
主
要
項
目
の
「
整
容
」「
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
」「
ア
ル
バ
イ
ト
」「
バ
イ
ク
」、そ
し

て
校
則
全
般
に
つ
い
て
、「
厳
し
く
て
よ
い
、

今
の
ま
ま
で
よ
い
、緩
め
て
ほ
し
い
」の
３
段

階
で
回
答
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、見
直
し

て
ほ
し
い
校
則
と
そ
の
見
直
し
案
を
具
体
的

に
記
入
し
て
も
ら
っ
た
。す
る
と
、多
く
の
項

目
で
「
今
の
ま
ま
で
よ
い
」
が
５
〜
６
割
、「
緩

め
て
ほ
し
い
」が
２
〜
３
割
と
な
り
、見
直
し

て
ほ
し
い
校
則
に
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

使
用
や
女
子
生
徒
の
靴
下
な
ど
が
上
が
っ
た
。

　「
他
の
生
徒
も
自
分
と
同
じ
よ
う
に
当
時

の
校
則
に
は
不
満
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
い
ろ
い
ろ
な

意
見
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
学
校

全
体
で
校
則
に
つ
い
て
し
っ
か
り
考
え
る
べ

き
だ
と
思
い
ま
し
た
」（
生
徒
会
執
行
部
）

　
10
月
の
生
徒
総
会
で
は
、ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
と
生
徒
会
執
行
部
の
見
解
を
報
告
。見

解
に
つ
い
て
は
生
徒
会
執
行
部
と
各
ク
ラ
ス

の
代
表
者
に
よ
る
代
議
委
員
会
で
協
議
し
、

そ
の
結
果
を
各
ク
ラ
ス
で
共
有
・
議
論
を
行

っ
た
。
そ
し
て
そ
こ
で
出
た
意
見
を
踏
ま
え

た
代
議
委
員
会
で
の
協
議
を
12
、２
、３
月
と

繰
り
返
し
行
い
、25
年
３
月
に
生
徒
会
執
行

部
が
最
終
的
な
改
定
案
を
作
成
。職
員
会
議

で
の
承
認
を
経
て
、５
月
の
生
徒
総
会
で
議

案
を
出
し
、
全
校
生
徒
に
も
承
認
さ
れ
た
。

　
生
徒
会
執
行
部
が
苦
心
し
た
の
は
、
自
分

た
ち
が
作
成
し
た
改
定
案
を
ど
う
伝
え
れ

ば
、
全
校
生
徒
に
納
得
し
て
も
ら
え
る
か
と

い
う
点
だ
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
化
粧
や

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
認
め
て
ほ
し
い
と
い
う

意
見
が
上
が
っ
た
が
、生
徒
会
執
行
部
は
「
学

校
の
秩
序
を
守
れ
る
も
の
か
」「
千
厩
高
校

と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
も
の
か
」
と
い
っ

た
観
点
で
改
定
案
を
作
成
し
た
。
し
か
し
、

改定した校則、検討したが改定しなかった校則図

生
徒
指
導
課

菊
池
俊
輔 

き
く
ち
・
し
ゅ
ん
す
け

同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。

保
健
体
育
科
。

生
徒
指
導
課

秋
田
浩
介 

あ
き
た
・
こ
う
す
け

同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。

保
健
体
育
科
。

生
徒
指
導
課

飯
塚
　高 

い
い
づ
か
・
た
か
し

同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。

地
理
歴
史
・
公
民
科
（
公
民
）。

生
徒
指
導
主
事

林
　苗
子 

は
や
し
・
な
え
こ

同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。

指
導
教
諭
。
家
庭
科
。

校
長熊谷

道
仁 

く
ま
が
い
・
み
ち
ひ
と

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

■改定した校則
1. 身だしなみ
•女子生徒の靴下：学校指定の靴下のほかに、紺色や黒色
の靴下の着用を許可する。ただし、式典や校外学習の際
には、学校指定の靴下を着用する。また、学校指定の靴
下を所持していることを確認するため、身だしなみ点検
時には学校指定の靴下を着用する。
•ジャージでの登下校：夏季の軽装期間は学校指定のジャー
ジでの登下校を許可する。学校指定以外のジャージを着
用しての登下校は認めない。

2. スマートフォンの使用
•スマートフォンの使用を登校時から清掃が終わるまで禁
止することに変更はないが、使用可能な時間においては
校舎内での使用を許可する。
•学校行事においてはカメラ機能のみ、使用を許可する。
ただし、個人情報の保護の観点から、校内で撮影した画
像のＳＮＳへのアップは禁止とする。それが守られなかっ
た場合は、学校行事での撮影許可の特例は廃止とする。

■検討したが改定しなかった校則
1. アルバイト
•高校生は学業に専念するという観点から、従来通り、特別
な事情があり、学校に許可を得た場合以外は禁止とする。

2. バイク
•交通安全の観点から、従来通り、使用できるのはスクー
ターのみとする。

※学校資料を基に編集部で作成。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、議
論
の

必
要
性
に
気
づ
い
た
生
徒
た
ち

自
由
を
守
る
た
め
の
規
律

と
い
う
視
点
で
校
則
を
考
え
る

設
立
　
１
９
０
２
（
明
治
35
）年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
・
生
産
技
術
科
・
産
業
技
術
科

／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
１
５
０
人

２
０
２
４
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大
は
、
岩
手

大
、
茨
城
大
、
青
森
県
立
保
健
大
、
青
森
公
立
大
、
岩
手

県
立
大
な
ど
に
10
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
盛
岡
大
、
東

北
学
院
大
、
東
北
工
業
大
、
東
海
大
な
ど
に
延
べ
22
人
が

合
格
。
短
大
・
専
門
学
校
進
学
48
人
。
就
職
83
人
。

学
校
概
要
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生
徒
会
執
行
部
が
改
定
し
な
い
と
判
断
し
た

も
の
も
、
生
徒
が
上
げ
て
く
れ
た
貴
重
な
意

見
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
改
定
し
な
い
と
い
う

判
断
を
し
た
理
由
を
し
っ
か
り
と
説
明
し
な

く
て
は
い
け
な
い
と
強
く
思
い
、
ど
う
説
明

を
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
頭
を
悩
ま
せ
た
。

　
そ
の
様
子
を
見
て
い
た
生
徒
指
導
主
事
の

林
苗
子
先
生
は
、
一
つ
ひ
と
つ
の
意
見
に
つ

い
て
、
そ
れ
を
認
め
た
ら
学
校
が
ど
の
よ
う

な
状
況
に
な
る
か
、
生
徒
会
執
行
部
が
イ
メ

ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
た
。

　「『
そ
の
意
見
を
認
め
た
ら
ど
う
な
る
？
』

な
ど
と
問
い
か
け
る
と
、
生
徒
は
『
勉
強
が

お
ろ
そ
か
に
な
り
そ
う
』『
部
活
動
の
参
加
率

が
下
が
る
か
も
』『
地
域
の
人
や
中
学
生
か
ら

の
評
判
が
悪
く
な
り
そ
う
』
な
ど
と
答
え
ま

し
た
。『
そ
れ
が
改
定
し
な
い
理
由
に
な
る

ん
じ
ゃ
な
い
？
』と
伝
え
ま
し
た
」（
林
先
生
）

　
生
徒
指
導
課
は
、
学
校
・
教
師
と
し
て
認

め
ら
れ
な
い
改
定
案
を
生
徒
会
執
行
部
が
出

し
た
時
の
対
応
策
を
考
え
て
い
た
が
、
結
果

と
し
て
そ
れ
を
講
ず
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　「
熊
谷
校
長
は
『
自
分
た
ち
の
学
校
な
の

だ
か
ら
、
自
分
た
ち
で
そ
の
あ
り
方
を
決
め

ら
れ
る
、
学
校
を
変
え
ら
れ
る
ん
だ
よ
』
と

繰
り
返
し
伝
え
て
い
ま
し
た
。
生
徒
会
執
行

部
も
代
議
委
員
も
、
学
校
を
よ
り
よ
く
す
る

と
い
う
自
覚
と
責
任
感
を
持
っ
て
話
し
合
っ

て
い
ま
し
た
」（
林
先
生
）

　
生
徒
会
執
行
部
は
、「
校
則
の
意
義
に
つ

い
て
話
し
合
い
、
私
た
ち
の
間
に
『
ル
ー
ル

は
最
低
限
の
自
由
を
守
る
た
め
に
あ
る
。
自

由
を
守
る
た
め
の
規
律
と
い
う
視
点
で
校
則

を
考
え
る
』
と
い
う
共
通
認
識
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
そ
れ
を
念
頭
に
校
則
を
改
定
し
た
結

果
、
以
前
よ
り
も
さ
ら
に
居
心
地
の
よ
い
学

校
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　
生
徒
主
体
の
校
則
の
見
直
し
が
結
実
す
る

よ
う
、
同
校
の
教
師
は
生
徒
を
見
守
り
つ
つ
、

励
ま
し
、
助
言
し
て
き
た
。
生
徒
に
伴
走
す

る
意
識
は
日
々
の
活
動
に
も
広
が
り
、
教
師

と
生
徒
の
対
話
も
増
え
た
。そ
れ
は
、生
徒
の

「
先
生
は
自
分
た
ち
の
話
を
聞
い
て
く
れ
る
」

と
い
う
信
頼
感
と
、「
自
分
た
ち
が
学
校
を

つ
く
る
」と
い
う
意
識
の
醸
成
に
つ
な
が
り
、

様
々
な
活
動
が
生
徒
主
体
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
一
例
が
、今
年
７
月
に
行
わ
れ
た
ク

ラ
ス
マ
ッ
チ（
体
育
祭
）だ
。生
徒
会
執
行
部

と
各
ク
ラ
ス
の
代
表
者
か
ら
成
る
実
行
委
員

会
で
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
の
企
画
・
運
営
に
つ
い

て
何
度
も
議
論
を
重
ね
た
結
果
、「
ク
ラ
ス
の

団
結
力
を
高
め
る
」
と
い
う
趣
旨
の
下
、
前

年
度
ま
で
の
種
目
を
一
部
変
更
し
、
開
催
期

間
も
１
日
増
や
し
て
３
日
間
に
決
定
し
た
。

　
生
徒
の
議
論
を
見
守
っ
た
、
生
徒
指
導
課

の
秋
田
浩
介
先
生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
各
ク
ラ
ス
の
代
表
者
は
、
自
分
の
ク
ラ

ス
か
ら
預
か
っ
た
意
見
を
通
そ
う
と
、
時
に

一
方
的
な
発
言
を
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
時

だ
け
は
私
が
生
徒
の
間
に
入
っ
て
発
言
の
趣

旨
を
整
理
す
る
な
ど
、
建
設
的
な
対
話
に
な

る
よ
う
支
援
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
は
頼

も
し
く
思
い
な
が
ら
議
論
を
見
て
い
ま
し

た
。
生
徒
が
学
校
行
事
を
よ
り
よ
く
し
よ
う

と
、
様
々
な
角
度
か
ら
議
論
を
重
ね
た
の
は
、

校
則
の
見
直
し
の
経
験
が
生
き
て
い
る
か
ら

だ
と
感
じ
ま
し
た
」

　
一
連
の
活
動
は
教
師
の
意
識
も
変
え
て
い

る
。
生
徒
指
導
課
の
飯
塚
高た

か
し

先
生
は
、
部
活

動
の
指
導
を
見
直
し
た
と
言
う
。

　「
生
徒
が
校
則
を
見
直
す
姿
を
通
し
て
、生

徒
は
普
段
何
も
言
わ
な
く
て
も
自
分
の
考
え

を
持
っ
て
い
る
の
だ
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

そ
の
考
え
を
表
現
し
、主
体
的
な
行
動
へ
と

結
び
つ
け
る
力
を
、教
師
が
育
め
て
い
な
か
っ

た
の
だ
と
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
反

省
か
ら
、私
は
部
活
動
で
、活
動
時
間
の
う
ち

の
30
分
〜
１
時
間
程
度
を
、生
徒
が
自
分
で

練
習
内
容
を
考
え
て
実
践
す
る
時
間
と
し
ま

し
た
。生
徒
の
成
長
に
合
わ
せ
て
そ
の
時
間

を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
今
年
度
に
着
任
し
た
生
徒
指
導
課
の
菊
池

俊
輔
先
生
も
、指
導
観
が
変
わ
っ
た
。

　「
私
は
校
則
の
改
定
は
教
師
主
導
で
行
う

も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、生
徒
の
力

で
も
で
き
る
の
だ
と
実
感
し
、考
え
方
が
変

わ
り
ま
し
た
。
た
だ
、『
最
後
は
先
生
が
何
と

か
し
て
く
れ
る
』な
ど
と
な
ら
な
い
よ
う
、教

師
は
口
を
出
し
た
く
な
る
の
を
我
慢
し
、『
こ

れ
は
あ
な
た
の
仕
事
』と
、生
徒
に
責
任
を
持

た
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　
生
徒
主
体
の
校
則
の
見
直
し
は
、
生
徒
自

治
が
進
む
と
と
も
に
、
生
徒
や
教
師
の
固
定

観
念
を
揺
り
動
か
す
契
機
と
な
っ
た
。
熊
谷

校
長
は
今
後
の
方
向
性
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
生
徒
が
触
れ
て
い
る
社
会
は
狭
い
た
め
、

そ
れ
を
広
げ
、疑
問
を
持
つ
意
識
を
一
層
高

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。今
回
、校

則
に
対
し
て
様
々
な
意
見
が
出
た
こ
と
で
、
同

じ
学
校
の
生
徒
で
も
多
様
な
の
だ
と
生
徒
は

意
識
し
始
め
ま
し
た
。
そ
の
意
識
を
さ
ら
に

高
め
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
に
暮
ら
す
外
国
人

と
も
連
携
し
た
活
動
を
検
討
し
て
い
ま
す
」

話を聞いた生徒会執行部。後列左から、
熊谷颯

そう

汰
た

さん、岩渕宇
たかひろ

紘さん、小野寺湊
そう

士
し

さん。前列左から、渋谷佳
か

蓮
れん

さん、須藤
彩
あや

音
ね

さん（全員３年生）。

生
徒
の
議
論
が
建
設
的
に

進
む
よ
う
、
教
師
が
支
援

多
様
性
に
目
を
向
け
た
生
徒
の

意
識
を
さ
ら
に
高
め
た
い
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中
学
生
・
高
校
生
が
校
則
や
ル
ー
ル
を
対

話
的
に
見
直
す
「
み
ん
な
の
ル
ー
ル
メ
イ
キ

ン
グ
」
は
、
経
済
産
業
省
「
未
来
の
教
室
」

実
証
事
業
と
し
て
２
０
１
９
年
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
生
徒
が
教
師
や
保
護
者
と
の
対

話
を
重
ね
な
が
ら
、
校
則
や
ル
ー
ル
に
お
け

る
納
得
解
を
つ
く
る
過
程
を
経
験
す
る
中

で
、
社
会
で
必
要
な
課
題
発
見
力
・
合
意
形

成
力
・
自
己
効
力
感
な
ど
を
育
む
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
ル
ー
ル
メ

イ
キ
ン
グ
の
価
値
は
、
校
則
や
ル
ー
ル
を
ど

う
変
え
た
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
ど
の

よ
う
な
対
話
の
プ
ロ
セ
ス
を
歩
ん
で
き
た
か

で
決
ま
り
ま
す
。

　
生
徒
に
と
っ
て
、
異
な
る
価
値
観
の
持
ち

主
と
互
い
を
尊
重
し
、
校
則
や
ル
ー
ル
に
つ

い
て
話
し
合
う
こ
と
は
、
自
分
と
他
者
の
違

い
を
知
る
機
会
に
な
り
、
自
己
理
解
を
深
め

る
チ
ャ
ン
ス
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
経
験

は
、
納
得
感
の
あ
る
自
己
決
定
を
行
い
な
が

ら
、
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要

な
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
も
ル
ー
ル
メ
イ
キ
ン

グ
の
価
値
の
１
つ
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　
ル
ー
ル
メ
イ
キ
ン
グ
に
お
け
る
対
話
を
よ

り
よ
い
も
の
と
す
る
上
で
、
教
師
の
存
在
は

重
要
で
す
。
生
徒
が
「
な
ぜ
、
こ
の
校
則
が

必
要
な
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
疑
問
を
持
っ
た

時
、
教
師
が
「
そ
れ
が
ル
ー
ル
だ
か
ら
」
と

い
っ
た
言
葉
を
返
す
の
で
は
な
く
、
生
徒
の

「
な
ぜ
」
に
応
答
し
、
そ
の
疑
問
を
と
も
に

考
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
示
す
こ
と
は
、
生

徒
が
「
自
分
の
考
え
を
言
っ
て
み
よ
う
」
と

思
う
き
っ
か
け
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

校
則
の
制
定
の
理
由
を
丁
寧
に
説
明
し
た

り
、教
師
自
身
に
も
分
か
ら
な
い
こ
と
は
「
分

か
ら
な
い
」
と
正
直
に
答
え
た
り
す
れ
ば
、

「
疑
問
に
は
ち
ゃ
ん
と
答
え
て
も
ら
え
る
ん

だ
」
と
い
っ
た
安
心
感
を
生
徒
は
得
て
、
対

話
の
プ
ロ
セ
ス
を
歩
き
続
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
例
え
ば
、
靴
下
の
色
の
指
定
を
見
直
す
活

動
は
、
大
人
に
と
っ
て
は
些
細
な
こ
と
に
思

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
生
徒
に
と
っ
て

は
毎
日
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
事
な
テ
ー
マ

で
す
。
矮
小
化
し
た
り
、
否
定
し
た
り
す
る

の
で
は
な
く
、
教
師
が
そ
れ
を
尊
重
し
、
生

徒
の
意
見
に
耳
を
傾
け
れ
ば
、
生
徒
は
当
事

者
と
し
て
、
校
則
や
ル
ー
ル
に
つ
い
て
話
し

合
い
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
生
徒
も
私
た
ち
大
人
も
、
い
き
な
り
練
り

上
げ
ら
れ
た
意
見
を
表
明
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
意
見
の
表
明
ま
で
に
は
ス
テ
ッ
プ

を
踏
む
必
要
が
あ
り
ま
す
（
図
）。

　
最
初
は
自
分
の
気
持
ち
を
口
に
す
る
こ
と

さ
え
た
め
ら
う
生
徒
も
い
ま
す
。
教
師
が
生

徒
の
意
見
に
き
ち
ん
と
耳
を
傾
け
る
こ
と
を

宣
誓
し
た
り
、「
先
生
も
、
実
は
こ
の
校
則

生徒が意見を表明し、実現するまでの支援のステップ図

※藤本氏の提供資料を基に編集部で作成。

エン
パワメント

意見表出
支援

意見形成
支援

意見表明
支援

意見実現
支援

最初から意見や結論を求め
過ぎず、まずは生徒が思い
や疑問を言葉にできる安心・
安全なチームをつくる。

多様な他者との対話や交
流を通じて、生徒の思いや
疑問が「意見」になるよう
に支援する。

出てきた意
見の実現に
向けて支援
する。

教師の働きかけ

認
定
特
定

⾮
営
利
活
動
法
⼈

カ
タ
リ
バ

藤
本
雅
衣
子 

ふ
じ
も
と
・
ま
い
こ

２
０
２
１
年
カ
タ
リ
バ
⼊
職
。
大
型
イ
ベ
ン
ト
「
ル
ー
ル

メ
イ
キ
ン
グ
・
サ
ミ
ッ
ト
」
や
、
ル
ー
ル
メ
イ
キ
ン
グ
に

取
り
組
む
教
師
を
支
援
す
る
「
ル
ー
ル
メ
イ
キ
ン
グ
・
パ
ー

ト
ナ
ー
制
度
」
の
立
ち
上
げ
を
担
当
。
現
在
は
「
み
ん
な

の
ル
ー
ル
メ
イ
キ
ン
グ
」
事
業
責
任
者
。 教

師
だ
か
ら
で
き
る
、生
徒
の「
あ
た
り
前
」の
見
直
し
へ
の
伴
走

生
徒
が
主
体
と
な
っ
て
学
校
の
「
あ
た
り
前
」
を
見
直
す
際
、
教
師
に
は
ど
の
よ
う
な
伴
走
が
求
め
ら
れ
る
の
か
。

全
国
の
学
校
の
ル
ー
ル
メ
イ
キ
ン
グ
の
活
動
の
支
援
に
取
り
組
む
カ
タ
リ
バ
の
藤
本
雅ま

衣い

子こ

氏
に
聞
い
た
。

生
徒
が「
あ
た
り
前
」
を
見
直
す

上
で
重
要
と
な
る
教
師
の
存
在

意
見
表
明
ま
で
の

ス
テ
ッ
プ
に
寄
り
添
う
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は
変
え
た
方
が
よ
い
と
思
っ
て
い
た
ん
だ
」

と
い
っ
た
話
を
し
た
り
す
る
な
ど
、
生
徒
が

安
心
し
て
話
が
で
き
る
場
を
つ
く
る
こ
と
が

最
初
の
ス
テ
ッ
プ
で
す
。

　「自
分
は
こ
う
思
っ
て
い
た
」
な
ど
と
、

生
徒
同
士
で
校
則
や
ル
ー
ル
に
つ
い
て
自
分

の
気
持
ち
を
語
り
合
う
中
で
、
徐
々
に
一
人

ひ
と
り
の
意
見
が
形
作
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
際
、
自
分
と
同
じ
環
境
で
学
ん
で
い
る

仲
間
の
意
見
は
、
自
分
の
意
見
を
形
成
し
て

い
く
た
め
の
材
料
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
保

護
者
や
地
域
の
人
た
ち
と
校
則
や
ル
ー
ル
に

つ
い
て
話
し
合
っ
た
り
、
企
業
を
訪
ね
て
就

業
規
則
な
ど
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
聞
い
た
り

す
る
こ
と
か
ら
も
、
新
た
な
気
づ
き
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　次
の
ス
テ
ッ
プ
で
は
、
生
徒
が
教
師
に
自

分
た
ち
の
意
見
を
伝
え
、
新
し
い
校
則
や
ル

ー
ル
を
提
案
し
、
最
終
的
に
は
教
師
は
そ
の

実
現
に
向
け
て
支
援
し
ま
す
。
そ
し
て
、
新

し
い
校
則
や
ル
ー
ル
が
で
き
て
か
ら
も
、
生

徒
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
見
直
し
を
続
け
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　な
お
、
生
徒
が
提
案
し
た
校
則
や
ル
ー
ル

は
、
す
べ
て
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
こ
と
は
、
な
ぜ
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
の
か

を
説
明
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
し
て
、

「
先
生
か
ら
見
る
と
、
こ
う
い
う
理
由
で
受

け
入
れ
難
い
の
だ
け
ど
、
ど
う
思
う
？
」
な

ど
と
対
話
を
続
け
る
こ
と
で
、
生
徒
は
新
た

な
気
づ
き
を
得
て
、
さ
ら
に
意
見
を
練
り
上

げ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
予
算
や
法
律

で
規
制
さ
れ
て
い
る
事
柄
な
ど
、
学
校
の
裁

量
で
は
見
直
す
こ
と
が
難
し
い
事
情
が
あ
る

場
合
は
、
意
見
を
募
る
前
に
生
徒
に
そ
の
事

情
を
し
っ
か
り
と
伝
え
て
お
け
ば
、
生
徒
は

そ
れ
も
踏
ま
え
て
意
見
を
出
す
は
ず
で
す
。

　ル
ー
ル
メ
イ
キ
ン
グ
の
活
動
を
通
し
て
、

教
師
の
中
に
も
自
校
の
校
則
や
ル
ー
ル
に
対

し
て
疑
問
を
持
っ
て
い
る
人
が
少
な
く
な
い

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
教
師
も
校
則
や
ル

ー
ル
に
つ
い
て
の
自
分
の
思
い
を
語
る
こ
と

で
、
職
員
室
の
中
に
多
様
性
を
受
容
す
る
風

土
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

◉
教
師
向
け
実
践
ガ
イ
ド

「
児
童・
生
徒
と
と
も
に
つ
く
る
学
校

PO
IN

T BO
O

K

」

https://rulem
aking.jp/new

s/4029/

「
⽣
徒
の
意
⾒
を
取
り
⼊
れ
る
ル
ー
ル
メ
イ
キ
ン

グ
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
が
、
何
か
ら
始
め
た

ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
、
現
場
の

教
師
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
相
談
を
基
に
、
ル
ー
ル

メ
イ
キ
ン
グ
に
お
い
て
大
切
に
し
た
い
観
点
を

具
体
的
な
場
面
の
中
で
紹
介
し
て
い
る
、
カ
タ

リ
バ
作
成
の
教
師
向
け
の
ル
ー
ル
メ
イ
キ
ン
グ

実
践
ガ
イ
ド
。

　自
校
の
見
直
す
べ

き「
あ
た
り
前
」に
気

づ
け
る
よ
う
に
な
る

た
め
に
は
、
次
の
視

点
で
取
り
組
み
や
活

動
、
仕
組
み
・
制
度
を
見
る
と
よ
い
こ
と
を
、
課

題
整
理
で
紹
介
し
ま
し
た
（
詳
細
は
Ｐ
．７
図
３
）。

視
点
１
●
目
的
に
合
っ
て
い
る
か

視
点
２
●
目
的
に
応
じ
た
成
果
を
出
し
て
い
る
か

視
点
３
●
効
率
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
か

視
点
４
●
時
代
の
要
請
を
踏
ま
え
て
い
る
か

視
点
５
●
生
徒
が
主
語
で
あ
る
か

　以
上
は
、
教
師
や
自
校
の
内
な
る
視
点
と
し
て

持
っ
て
お
く
と
よ
い
視
点
で
す
が
、
そ
れ
ら
に
加

え
て
外
な
る
視
点
、
す
な
わ
ち
校
外
の
人
か
ら
見

た
時
に
、
各
取
り
組
み
や
活
動
、
仕
組
み
・
制
度

は
ど
う
な
の
か
と
い
っ
た
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ

と
も
、
見
直
す
べ
き
「
あ
た
り
前
」
に
気
づ
く
た

め
に
は
重
要
で
は
な
い
か
と
、
各
校
の
事
例
を
通

じ
て
感
じ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
長
野
県
野
沢
北
高 

校
が
採
点
業
務
の
方
法
を
見
直
し
た
き
っ
か
け

は
、
柳
沢
校
長
が
紹
介
し
た
全
国
紙
の
記
事
で
し

た
し
、
今
回
取
材
し
た
あ
る
学
校
の
先
生
は
「
他

校
か
ら
赴
任
し
て
き
た
自
分
だ
っ
た
か
ら
、
自
校

の
見
直
す
べ
き『
あ
た
り
前
』に
気
づ
け
た
」と
お

っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
見
直
す
べ
き
だ

と
思
っ
て
も
、
そ
れ
を
指
摘
す
る
の
は
簡
単
な
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
し
、
赴
任
し
た
ば
か
り
の

先
生
な
ど
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
か
と
思
い
ま
す
。

　そ
こ
で
重
要
と
な
る
の
が
、
カ
タ
リ
バ
の
藤
本

さ
ん
の
お
話
に
も
あ
っ
た
、
教
師
や
生
徒
が
自
分

の
思
い
や
疑
問
を
言
葉
に
で
き
る
安
心
・
安
全
な

組
織
・
場
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
今
回
の
事
例
か

ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
そ
う
し
た
組
織
・
場
を
つ

く
れ
る
か
ど
う
か
は
管
理
職
の
先
生
に
か
か
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、「
あ
た
り
前
」
が
見
直
さ
れ
る

ま
で
に
は
相
応
の
時
間
が
必
要
で
あ
る
こ
と
も
、

多
く
の
事
例
に
共
通
し
て
い
ま
し
た
。急
が
ず
に
、

少
し
ず
つ
見
直
し
を
進
め
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の

過
程
で
得
ら
れ
た
成
果
や
効
果
を
共
有
し
な
が

ら
、
校
内
で
の
対
話
・
議
論
を
重
ね
て
い
く
こ
と

で
、
生
徒
の
未
来
の
た
め
に
あ
る
学
校
を
持
続
可

能
な
場
所
と
す
る
、自
校
の
新
し
い
「
あ
た
り
前
」

が
創
ら
れ
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

学
校
を
持
続
可
能
に
す
る
、

自
校
の
新
し
い「
あ
た
り
前
」を
創
る

Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ 

ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
編
集
部
　統
括
責
任
者
　柏
木
　崇

本特集を
振り返って
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入
学
者
の
定
員
割
れ
が
課
題
だ
っ
た

千
葉
県
・
私
立
東
葉
高
校
は
、２
０
１
７

年
度
の
西
村
桂か

つ
ら

校
長
の
着
任
を
機
に
、

学
校
改
革
に
着
手
し
た
。
校
長
と
各
主

任
が
議
論
し
て
策
定
し
た
毎
年
度
の
目

標
や
活
動
方
針
を
校
長
か
ら
全
教
師
に

発
信
す
る
こ
と
で
教
師
の
ベ
ク
ト
ル
を

そ
ろ
え
、各
主
任
が
新
し
い
活
動
に
挑

戦
し
や
す
い
体
制
を
確
立
。ま
た
、年

２
回
の
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
を
軸
に
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
す
仕
組
み
を
構
築

し
、授
業
改
善
を
図
っ
た
。そ
う
し
た
学

校
の
改
革
が
地
域
に
周
知
さ
れ
る
に
連

れ
て
入
学
者
の
学
力
が
向
上
。授
業
改

善
も
相
ま
っ
て
大
学
合
格
者
数
が
増
加

す
る
と
い
う
好
循
環
が
生
ま
れ
て
い
る
。

＃
対
話
を
通
じ
た
目
標
設
定

＃
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト

より選ばれる学校を目指し、全教師が
最大限の力を発揮できる体制を確立

千葉県・私立東
と う

葉
よ う

高校

設
立
　
１
９
２
５
（
大
正
14
）
年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
３
５
０
人

２
０
２
４
年
度
卒
業
生
進
路
実
績

国
公
立
大
は
、
秋
田
大
、
福
島
大
、
高
知
大
、
千

葉
県
立
保
健
医
療
大
、
公
立
諏
訪
東
京
理
科
大
に

８
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
青
山
学
院
大
、
学
習

院
大
、
慶
應
義
塾
大
、
中
央
大
、
東
京
理
科
大
、

東
洋
大
、
法
政
大
、
明
治
大
、
立
教
大
、
早
稲
田

大
な
ど
に
延
べ
５
１
６
人
が
合
格
。
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申
し
込
み
を
早
く
し
な
く
ち
ゃ
』
な
ど
と
、

生
徒
が
自
ら
動
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

楽
し
く
活
動
す
る
う
ち
に
、『
あ
れ
も
や
っ

て
み
よ
う
』
と
い
っ
た
主
体
性
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
生
徒
が
楽
し
そ
う
に
学
校
に
通
う
よ
う

に
な
れ
ば
、そ
の
姿
を
見
た
保
護
者
は
「
学

校
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
」
と
期
待
感

を
持
つ
。
そ
れ
が
口
コ
ミ
で
地
域
に
広
が

る
こ
と
も
、
イ
ベ
ン
ト
の
ね
ら
い
の
１
つ

だ
っ
た
。

　
教
育
活
動
の
改
革
に
も
西
村
校
長
は
着

任
１
年
目
か
ら
着
手
し
た
。
教
師
の
ベ
ク

ト
ル
を
そ
ろ
え
よ
う
と
、
５
年
ご
と
の
中

長
期
目
標
を
策
定
。
20
年
度
ま
で
の
第
１

ス
テ
ー
ジ
は
「
東
葉
高
校
の
基
盤
づ
く
り

と
入
学
者
数
増
加
・
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
」
と

い
う
目
標
を
設
定
し
た
。
そ
し
て
毎
年
度

初
め
に
、
西
村
校
長
が
当
該
年
度
の
目
標

や
活
動
方
針
、
評
価
指
標
を
提
示
（
Ｐ
．

24
図
１
）。
そ
れ
を
基
に
、各
分
掌
・
教
科
・

　
東
葉
高
校
は
、２
０
０
５
年
度
に
女
子

校
か
ら
共
学
化
し
た
も
の
の
、入
学
者
の

定
員
割
れ
と
大
学
合
格
実
績
の
低
迷
が
続

い
て
い
た
。そ
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、

姉
妹
校
で
大
学
合
格
実
績
を
伸
ば
し
た
手

腕
を
買
わ
れ
た
西
村
桂
先
生
が
17
年
度
、

校
長
に
着
任
し
た
。

　「
着
任
当
初
の
生
徒
の
多
く
は
自
己
肯

定
感
が
低
く
、う
つ
む
き
が
ち
で
し
た
。学

力
の
向
上
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、ま
ず
は

生
徒
が
毎
日
楽
し
く
学
校
に
来
ら
れ
る
よ

う
に
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
」（西
村
校
長
）

　
西
村
校
長
は
早
速
、「
他
校
と
違
っ
た

ワ
ク
ワ
ク
す
る
学
校
」
を
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲

げ
、
お
笑
い
芸
人
の
ラ
イ
ブ
や
ホ
タ
ル
観

賞
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
自
ら
企
画
し
、

月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
実
施
し
始
め
た
。
す

る
と
次
第
に
、
生
徒
は
前
向
き
に
学
校
に

通
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
２
学
年
主

任
の
吉
澤
碧あ

お

美み

先
生
は
、
当
時
の
生
徒
の

変
化
を
こ
う
振
り
返
る
。

　「
小
さ
な
こ
と
で
す
が
、『
イ
ベ
ン
ト
の

学
年
が
活
動
計
画
を
立
て
る
よ
う
に
し

た
。各
年
度
の
目
標
な
ど
は
、各
主
任
が

分
掌
・
教
科
・
学
年
の
中
で
話
し
合
っ
て
設

定
し
た
目
標
を
基
に
、
西
村
校
長
と
各
主

任
が
議
論
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
西
村
校

長
が
策
定
し
た
。
　

　「
目
標
に
は
分
掌
や
教
科
、
学
年
の
考

え
が
反
映
さ
れ
て
い
る
た
め
、
教
師
は
目

標
を
自
分
事
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
ま
す

し
、
そ
の
達
成
に
向
け
た
活
動
計
画
も
具

体
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
目
標

が
校
長
か
ら
の
正
式
な
発
信
と
な
る
こ
と

で
、
新
し
い
取
り
組
み
に
対
し
て
他
の
教

師
か
ら
大
き
な
反
発
が
起
こ
り
に
く
い
と

い
う
利
点
も
あ
り
ま
す
」（
西
村
校
長
）

　
各
主
任
も
教
師
の
ベ
ク
ト
ル
を
そ
ろ
え

る
こ
と
に
力
を
入
れ
た
。
学
習
進
路
部
長

の
中な

か

田だ

義
元
先
生
は
、
目
標
か
ら
逆
算
し

て
活
動
計
画
を
立
て
、
活
動
の
実
施
要
項

を
細
部
に
わ
た
っ
て
作
成
し
、
学
年
団
に

周
知
す
る
こ
と
を
心
が
け
た
。

　「
実
施
要
項
で
生
徒
へ
の
支
援
の
手
順

を
細
か
く
示
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
十

分
に
は
理
解
さ
れ
な
い
こ
と
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
ど
の
教
師
も
同
じ
ベ
ク
ト
ル

で
生
徒
を
支
援
で
き
る
よ
う
、
教
師
一
人

ひ
と
り
と
話
し
、
計
画
の
不
明
点
を
説
明

生
徒
が
毎
日
楽
し
く

来
ら
れ
る
学
校
を
つ
く
る

年
度
末
に
校
長
と
各
主
任
が

議
論
し
、次
年
度
の
目
標
を
策
定

1

情
報
管
理
部
副
部
長

木
根
淵
　
亨 

き
ね
ぶ
ち
・
と
お
る

同
校
に
赴
任
し
て
９
年
目
。

外
国
語
科
。

主
幹
教
諭

青
山
　
均 

あ
お
や
ま
・
ひ
と
し

同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。

理
科
（
物
理
）。

学
習
進
路
部
長

中
田
義
元 

な
か
だ
・
よ
し
も
と

同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。

理
科
（
生
物
）。

校
長西村

　
桂 

に
し
む
ら
・
か
つ
ら

同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。

２
学
年
主
任

吉
澤
碧
美 

よ
し
ざ
わ
・
あ
お
み

同
校
に
赴
任
し
て
16
年
目
。

国
語
科
。

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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図２

図１

し
た
り
、
改
善
案
を
聞
い
た
り
し
て
、
活

動
の
細
部
を
詰
め
て
い
き
ま
し
た
。
そ
う

し
た
対
話
は
、
教
師
が
計
画
に
沿
っ
て

や
ら
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
主
体
的
に
取

り
組
め
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
重
要
で
し

た
」（
中
田
先
生
）

　
年
度
の
目
標
等
の
策
定
時
に
は
、
改

革
の
た
め
の
新
た
な
挑
戦
を
加
え
る
一
方

で
、
既
存
の
活
動
の
見
直
し
も
行
っ
て
い

る
。
例
え
ば
25
年
度
は
、
２
学
期
の
学
習

時
間
の
確
保
の
た
め
に
文
化
祭
の
開
催
日

を
９
月
か
ら
６
月
に
変
更
し
た
一
方
で
、

校
内
留
学
（
＊
１
）
や
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー

講
座
を
廃
止
し
た
。

　
さ
ら
に
、
各
主
任
は
若
手
の
教
師
を
積

極
的
に
抜ば

っ
て
き擢
。
西
村
校
長
は
職
員
室
で
教

師
一
人
ひ
と
り
に
声
を
か
け
た
り
、
個
別

に
語
り
合
っ
た
り
す
る
こ
と
を
通
じ
て
各

教
師
の
人
と
な
り
を
つ
か
み
、
力
を
発
揮

で
き
そ
う
な
役
割
を
担
わ
せ
る
よ
う
に
し

て
い
る
と
い
う
。

　「
全
教
師
が
最
大
限
の
力
を
発
揮
し
て

こ
そ
、
よ
り
よ
い
学
校
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。
あ
の
教
師
は
力
が
な
い
、
や
る
気
が

な
い
な
ど
と
決
め
つ
け
ず
に
、
対
話
を
通

じ
て
そ
の
教
師
が
や
り
た
い
こ
と
を
見
い

だ
し
、
役
割
を
担
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
」（
西
村
校
長
）

　
授
業
改
善
の
軸
と
し
て
い
る
の
が
年
２

回
実
施
し
て
い
る
、
生
徒
が
対
象
の
授
業

ア
ン
ケ
ー
ト
だ
。
７
月
に
実
施
す
る
１
回

目
は
無
記
名
で
、
生
徒
は
自
分
が
受
け
て

い
る
各
授
業
を
「
と
て
も
満
足
、
少
し
満

足
、
少
し
不
満
、
と
て
も
不
満
」
の
４
段

階
で
評
価
す
る
。
教
師
ご
と
に
平
均
値
が

算
出
さ
れ
、
夏
季
休
業
中
の
終
盤
に
行
う

校
内
研
修
で
上
位
10
人
が
発
表
さ
れ
る
。

　「
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
自
分
は
生

徒
を
引
き
つ
け
る
授
業
が
で
き
て
い
る
か

を
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
上
位
者
の
授
業

は
担
当
教
科
で
は
な
く
て
も
見
に
行
き
、

自
分
に
は
な
い
工
夫
点
を
見
つ
け
て
、
取

り
入
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
西
村
校

長
が『
許
可
不
要・短
時
間
可・他
教
科
可
』

と
授
業
見
学
を
奨
励
し
て
い
る
た
め
、
見

学
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
」（
中
田
先
生
）

　
２
回
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
の

は
11
月
で
、
生
徒
は
記
名
し
、「
授
業
の

分
か
り
や
す
さ
」「
先
生
の
や
る
気
」
な

ど
、
10
項
目
に
つ
い
て
教
師
ご
と
に
評
価

す
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
本
人
に
の
み

渡
し
、
上
位
者
の
発
表
は
し
な
い
。
情
報

管
理
部
副
部
長
の
木き

根ね

淵ぶ
ち

亨と
お
る

先
生
は
、
次

＊１　英語４技能の運用力の習得や、能動的なコミュニケーション力の育成を目的として、校内で５日間、外部からネイティブ講師を招いて行ってきた語学研修。
＊２　ベネッセのアセスメントにおける共通の学力評価指標、「学習到達ゾーン」のこと。「S1」～「D3」までの 15 段階で評価される。

１年次４月の学力層の推移

2025 年度　学校ビジョン（抜粋）

入学者のＧＴＺ（＊２）は、Ｃ～Ｄが年々減少している。　※学校資料をそのまま掲載。 

（人）

（年度）

西村校長が年度初めに示す「学校ビジョン」には、目指す生徒像や具体的な取り組
み、評価指標などに加えて、自校の現状分析と今後目指す方向性も具体的に示さ
れている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※学校資料を抜粋して掲載。

学校教育目標

建学の精神「人間尊重・個性尊重・第三教育」に添い、生徒の持ち味、可
能性を信じ、自分で自分を教育する人間教育の実践。他校と違ったワクワ
クする学校・楽しい学校を全教師の力で創造する。謙虚にして驕らず、さ
らに努力を、勝負の神様は細部に宿る

具体的な目標

目指す学校像 目指す生徒像 目指す教師像

①主体的・対話的で深い学
びの授業による進路実現
②挨拶が自然に生まれ、笑
顔があふれる楽しい学校
③防災や安全、見守りなど、

①自ら考え、自ら行動できる
生徒の自立を養成
②自分を大切にし、友だち
を思い、よりよい人間関
係の確立

①教育という素晴らしい仕
事に「誠実・尊重・貢献」
できる教師
②日々研鑽を積み、専門職と
しての力量を高める教師

a.東葉高校は教育の未知への挑戦に真摯に取り組み、仲間を巻き込んでいく。「現状維持は
後退」であり、常に新しい世界にチャレンジし、ワクワクする企画や互いに高め合う土
壌を創る。生徒が満足する楽しい学校を目指し、進学実績は保証するが、進学校にはな
らないようなメリハリのある学校を目指す。日本の既存の教育を刷新する気概を持って
新しいスタイルの教育「東葉メソッド」を追求する。

b.東葉高校の教育理念「人間尊重」「個性尊重」「第三教育」を軸に、生徒のよいところを
伸ばし、「人間力」を養う教育を基本とする。生徒の自立と自律を成長のために、学業だ
けでなく朝読書・クラブ活動・生徒会・委員会活動・多様な行事などに主体的に取り組ませ、
自己肯定感、自信、誇り、愛校心を持てるような仕かけづくりに取り組む。生徒全員を
卒業させることを教育の基本とし、欠席・遅刻の減少、不登校や退学を減らしていく。
c.船橋市は人口減少が緩やかな地域であるが、15歳人口は15年後に60％となる。15年

２
つ
の
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
を

軸
に
、日
常
的
に
授
業
改
善

2
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の
よ
う
に
活
用
し
て
い
る
。

　「
ど
の
生
徒
が
ど
の
よ
う
な
評
価
を
し

た
の
か
が
分
か
る
た
め
、
例
え
ば
、『
授

業
の
分
か
り
や
す
さ
』
の
評
価
が
低
か
っ

た
生
徒
が
い
れ
ば
、
そ
の
理
由
を
考
え
、

授
業
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
」

　
生
徒
が
求
め
る
授
業
の
質
も
変
化
し
て

き
て
い
る
と
、
吉
澤
先
生
は
語
る
。

　「
年
々
入
学
者
の
学
力
や
進
学
意
識
が

高
ま
り（
図
２
）、楽
し
い
授
業
よ
り
も
、

学
習
内
容
が
し
っ
か
り
理
解
で
き
る
授
業

が
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

新
し
く
赴
任
し
た
教
師
に
、
前
任
校
の
授

業
の
進
め
方
や
よ
い
教
材
な
ど
を
聞
き
な

が
ら
、毎
年
、授
業
を
見
直
し
て
い
ま
す
」

　
毎
年
変
化
す
る
生
徒
の
状
況
を
正
確
に

把
握
す
る
た
め
、
模
擬
試
験
の
分
析
を
全

学
年
で
４
、７
、１
月
の
年
３
回
実
施
。
分

析
の
結
果
は
、
目
の
前
の
生
徒
に
応
じ
た

授
業
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
る
。

　
理
科
で
は
、
物
理
担
当
の
青
山
均ひ

と
し

先
生

の
提
案
で
、
大
学
入
試
問
題
研
究
会
を
始

め
た
。
同
校
で
志
望
者
数
が
多
い
大
学
の

入
試
問
題
を
分
析
し
、
難
易
度
や
解
法
の

ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
ま
と
め
て
、
学
校
独
自

の
大
学
入
試
問
題
集
を
作
成
し
て
い
る
。

　「
大
学
入
試
の
問
題
が
頭
に
入
っ
た
状

態
で
授
業
づ
く
り
を
す
る
と
、
演
習
問
題

の
選
び
方
や
説
明
の
際
に
強
調
す
る
部
分

な
ど
が
大
学
入
試
を
意
識
し
た
も
の
に
な

り
ま
す
。
１
年
次
か
ら
そ
う
し
た
授
業
を

行
え
ば
、
生
徒
は
目
標
に
向
け
て
意
欲
的

に
学
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
す
」（
青
山
先
生
）

　
授
業
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
も
進
め
て
い

る
。全
生
徒
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
配
布

す
る
と
と
も
に
、各
教
室
に
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
２
台
を
設
置（
写

真
）。
生
徒
の
意
見
を
画
面
に
映
す
な
ど
、

教
師
と
生
徒
の
双
方
向
に
よ
る
授
業
づ
く

り
に
生
か
し
て
い
る
。ま
た
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
授
業
を
各
学
期
、６
人
の
教
師
が

公
開
し
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
て
い
る
。

　
改
革
が
進
む
に
連
れ
て
、
同
校
の
改
革

を
理
解
し
て
第
１
志
望
で
入
学
す
る
生
徒

が
増
え
て
い
っ
た
。
教
師
が
一
層
授
業
づ

く
り
に
力
を
入
れ
た
こ
と
で
授
業
の
質
が

高
ま
り
、
大
学
合
格
者
数
が
増
加
す
る

と
い
う
好
循
環
が
生
ま
れ
て
い
る
。
７
月

の
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
全
教
師
の
平
均
値

は
、初
回
の
17
年
度
は
４
点
満
点
中
２・８

だ
っ
た
が
、現
在
は
３・６
ま
で
上
昇
し
た
。

　
今
後
も
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
よ
る
授
業

や
校
務
の
改
善
、
総
合
型
選
抜
へ
の
対
応

な
ど
、
新
し
い
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　「
本
校
は
若
手
の
教
師
の
増
加
に
伴
い
、

挑
戦
に
対
し
て
協
力
的
な
学
校
文
化
が
定

着
し
ま
し
た
。
少
子
化
が
進
む
中
で
も
選

ば
れ
る
学
校
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、

進
学
実
績
以
外
の
魅
力
が
不
可
欠
で
す
。

そ
う
し
た
魅
力
づ
く
り
に
も
挑
戦
し
て
い

き
ま
す
」（
西
村
校
長
）

　東葉高校は私の故郷にある学校で、地元住民として
も学校担当としても、同校の大きな変化を目のあた
りにしています。印象的なのは、先生方全員が同じ
目標を前のめりに熱く語られることです。組織とし
ての一体感と視座の高さを強く感じています。生徒と
先生の距離が近い上に教室の雰囲気も明るく、結果
として、模擬試験の成績も飛躍的な変化を遂げてい
ます。また、社会で教師不足が深刻化する中、「この学
校で働きたい」と先生方が集まってきていることも、
とても素敵な点です。１人の先生から生徒へ、生徒
から別の先生へ、そして学校全体から地域全体へと
ワクワクが伝

でん

播
ぱ

しており、私も学校訪問をする度に、
そのエネルギーに触れてワクワクしています。そう
した東葉高校が描く唯一無二のビジョ
ンの実現に向けて、ベネッセとして今
後も全力でご支援してまいります。

今回のテーマに関連する過去の記事は、教育情報総合サイト『VIEW next ONLINE』でご覧いただけます。

2019年10月号　指導変革の軌跡　静岡県立焼
やい
津
づ
中央高校

▶https://view-next.benesse.jp/view_section/bkn-hs/article04765/

写真　各教室にプロジェクターを２台設置。基本は、教師か
らの説明用と生徒のアウトプット用という使い分けをしている。

進
学
実
績
だ
け
で
は
な
い
、

特
色
あ
る
魅
力
を
打
ち
出
し
た
い

千葉県・私立東葉高校

関連記事はこちら！

株式会社ベネッセコーポレーション首都圏支社

千葉県・私立東葉高校担当 惣田拓樹

生徒も先生もワクワクする、
チャレンジがあふれる学校

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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２
０
２
６
年
度
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
（
以

下
、
共
通
テ
ス
ト
）
の
実
施
日
か
ら
国
公
立
大

学
の
一
般
選
抜
の
出
願
の
締
め
切
り
日
ま
で

は
、
わ
ず
か
17
日
し
か
な
い
。
共
通
テ
ス
ト

の
結
果
が
芳
し
く
な
か
っ
た
生
徒
が
、
共
通

テ
ス
ト
後
か
ら
出
願
校
の
変
更
を
検
討
し
始

め
た
も
の
の
、
保
護
者
と
意
見
が
食
い
違
う

な
ど
し
て
、
出
願
校
の
決
定
に
苦
労
す
る
ケ
ー

ス
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
出
願
校
を
変
更
す

る
生
徒
が
多
い
場
合
は
、
特
に
出
願
指
導
の
経

験
が
浅
い
教
師
に
と
っ
て
は
大
き
な
負
担
に

な
り
か
ね
な
い
。
生
徒
が
納
得
の
い
く
進
路
選

択
と
な
る
よ
う
、
合
格
し
た
ら
進
学
し
て
も
よ

い
と
思
え
る
第
２
・
第
３
志
望
校
の
検
討
は
共

通
テ
ス
ト
前
ま
で
に
行
っ
て
お
き
た
い
。

　
そ
の
際
、
出
願
校
を
変
更
す
る
基
準
を
、
共

通
テ
ス
ト
の
具
体
的
な
得
点
や
志
望
校
判
定

で
想
定
し
て
お
く
と
、
共
通
テ
ス
ト
後
の
出
願

校
の
検
討
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
。

　
例
え
ば
、
公
立
Ａ
高
校
で
は
、 

12
月
に
個
人

面
談
と
三
者
面
談
を
行
い
、
図
１
の
シ
ー
ト
を

用
い
て
出
願
パ
タ
ー
ン
を
可
視
化
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
共
通
テ
ス
ト
後
に
実
施
す
る
校
内
の

出
願
検
討
会
で
は
、
図
１
を
用
い
て
「
基
準
点

に
達
し
た
の
で
、
パ
タ
ー
ン
①
の
出
願
を
し
ま

す
」「
判
定
が
よ
く
な
か
っ
た
の
で
、
パ
タ
ー

ン
②
の
出
願
を
し
ま
す
」
と
い
っ
た
確
認
の
み

翌年再受験が可能な場合は、「共通テストの得点によらず、
第1志望を貫くパターン」も許容。それが無理な場合は、
「共通テストの得点や志望校判定でどう出し分けるかの3
パターン」を検討する。

※学校資料を基に編集部で作成。

２
０
２
６
年
度
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
直
前
期
の

出
願
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
か
ら
国
公
立
大
学
の
出
願
ま
で
の
期
間
は
わ
ず
か
し
か
な
い
。
生
徒
が
納
得
の
い
く
進
路
選
択
を
す
る
た
め
に
も
、
出
願
パ
タ
ー
ン
を
あ
ら
か
じ
め

考
え
て
お
く
こ
と
が
重
要
だ
。
２
０
２
６
年
度
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
実
施
が
目
前
に
迫
る
今
号
は
、
同
テ
ス
ト
直
前
期
の
出
願
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
考
え
る
。

大 学 入 試

ベネッセ教育情報センター

欠
か
せ
な
い
出
願
パ
タ
ー
ン
の
可
視
化

出
願
校
の
変
更
基
準
と
変
更
後
の

出
願
校
を
事
前
に
想
定
し
て
お
く

公立 A高校　出願シミュレーション、出願検討会資料図１

ポイント 1

ポイント 2 ポイント 3
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を
行
う
こ
と
で
、
各
ク
ラ
ス
に
数
人
は
い
る
、

進
路
に
迷
っ
て
い
る
生
徒
の
検
討
に
時
間
を

か
け
る
こ
と
が
で
き
、
ス
ム
ー
ズ
な
出
願
指
導

を
実
現
し
て
い
る
。

　
出
願
校
の
変
更
基
準
を
決
め
る
際
に
は
、
各

大
学
の
過
去
の
合
格
者
最
低
点
が
参
考
に
な

る
（
図
２
上
）。「
合
格
最
低
点
×
1.1
〜
1.2
」
を

基
準
点
と
し
て
、
①
基
準
点
を
超
え
、
最
も
望

ま
し
い
出
願
パ
タ
ー
ン
の
ほ
か
、
②
基
準
点
を

や
や
下
回
る
場
合
の
出
願
パ
タ
ー
ン
と
③
基

準
点
を
か
な
り
下
回
る
場
合
の
出
願
パ
タ
ー

ン
の
３
パ
タ
ー
ン
を
設
定
し
た
い
。

　
出
願
校
の
変
更
基
準
は
、
共
通
テ
ス
ト
の
配

点
が
高
い
場
合
は
厳
し
め
に
設
定
、
過
去
問
題

を
解
い
た
感
触
や
記
述
式
の
模
擬
試
験
の
結

果
か
ら
個
別
学
力
検
査
で
逆
転
で
き
そ
う
で

あ
れ
ば
甘
め
に
設
定
す
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。

　
出
願
を
予
定
し
て
い
た
大
学
が
合
格
者
最

低
点
を
公
表
し
て
い
な
い
場
合
は
、
合
格
者
平

均
点
や
過
去
の
入
試
結
果
の
合
否
度
数
分
布

（
図
２
下
）
な
ど
を
用
い
て
、
基
準
点
や
基
準

と
な
る
判
定
を
決
め
る
と
よ
い
。
な
お
、
共
通

テ
ス
ト
の
平
均
点
は
年
に
よ
っ
て
変
動
す
る

た
め
、
実
際
の
出
願
で
は
、
事
前
に
設
定
し
た

基
準
点
に
平
均
点
の
変
動
を
加
味
し
た
上
で

判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
は
、
大
学
入

学
共
通
テ
ス
ト
自
己
採
点
集
計
サ
ー
ビ
ス
で

提
供
す
る
デ
ー
タ
も
活
用
し
て
ほ
し
い
。

　
変
更
後
の
出
願
校
の
検
討
が
十
分
に
で
き

て
い
な
い
場
合
は
、
生
徒
が
希
望
す
る
条
件
を

確
認
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
合
う
大
学
を
、
共
通

テ
ス
ト
前
ま
で
に
考
え
て
お
く
こ
と
が
重
要

だ
。
特
に
次
の
よ
う
な
条
件
は
優
先
し
て
確
認

し
て
お
く
よ
う
、
生
徒
に
伝
え
た
い
。

●
「
他
エ
リ
ア
も
視
野
に
入
れ
ら
れ
る
か
」

　
他
の
エ
リ
ア
に
目
を
向
け
る
と
、
合
格
可
能

性
の
高
い
大
学
が
一
気
に
増
え
る
こ
と
が
あ

る
。「
自
宅
か
ら
通
え
る
範
囲
ま
で
」「
全
国
ど

こ
で
も
下
宿
可
能
」
な
ど
、
条
件
を
具
体
的
に

確
認
し
て
お
き
た
い
。

●
「
学
び
た
い
こ
と
と
の
親
和
性
」

　
入
試
の
難
易
度
だ
け
を
考
慮
し
て
出
願
校

を
変
更
す
る
と
、
そ
の
大
学
に
入
学
後
、
学

び
の
意
欲
が
持
続
し
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

第
２
志
望
以
下
の
大
学
で
も
学
び
た
い
こ
と

が
学
べ
る
の
か
、
生
徒
が
納
得
の
い
く
出
願
と

な
る
よ
う
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
か
ら
授
業
内
容
、

研
究
室
や
ゼ
ミ
で
の
学
び
ま
で
、
し
っ
か
り
と

調
べ
て
出
願
校
を
検
討
す
る
よ
う
、
生
徒
に
促

し
た
い
。

●
「
取
得
で
き
る
資
格
」

　
教
員
免
許
な
ど
、
特
定
の
資
格
の
取
得
を
重

視
す
る
場
合
は
、
目
指
す
資
格
の
取
得
が
可
能

な
大
学
か
ら
志
望
校
を
選
ぶ
必
要
が
あ
る
。

　
生
徒
が
希
望
す
る
条
件
の
整
理
が
で
き
た

ら
、
図
３
の
「Com

pass

」
の
大
学
検
索
や

志
望
校
Ａ
Ｉ
サ
ー
チ
を
活
用
し
、
エ
リ
ア
や
学

問
系
統
、
合
格
可
能
性
の
判
定
基
準
な
ど
を
指

定
し
て
、
候
補
と
な
る
大
学
を
検
討
し
た
い
。

条
件
に
あ
て
は
ま
る
「
安
全
校
」
の
大
学
も
探

し
や
す
い
た
め
、
活
用
し
て
ほ
し
い
。

◉Compass＞判定シミュレーション＞大学検索＞
志望校 AIサーチ
生徒が模擬試験などで
記入した志望校の、「設
置区分」「エリア」「学
問系統」などの情報を
基に、生徒の志望に
合致しそうな候補校を
「挑戦校」「実力相応校」
「安全校」に分けて提
示することが可能。

※表示している画面はイメージです。

※資料はいずれもベネッセハイスクールオンラインに掲載。

※大学の公表値とは異なり、入試結
果調査の協力校のみのデータのため、　
やや厳しめの基準とする方がよい。

入試結果の合否度数分布を
基に基準点を設定

出願校の変更基準の設定方法図２

Compass　大学検索 志望校 AI サーチ図３

過
去
の
入
試
結
果
デ
ー
タ
を
基
に

出
願
校
の
変
更
基
準
を
決
め
る

出
願
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
1

生
徒
が
希
望
す
る
条
件
を

確
認
し
て
、出
願
パ
タ
ー
ン
を
検
討

出
願
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
2

■出願予定校が合格者最低点を公表している場合

■出願予定校が合格者最低点を公表していない場合

基準点 合格最低点 1.1〜1.2= ×

•共通テストの配点が高い
•２段階選抜の実施が予告されている
•絶対に翌年再受験できない
•記述式の模擬試験の結果がよくない

•個別学力検査の配点が高い
•翌年再受験してでも第１志望にこだわりたい
•記述式の模擬試験の結果がよい

基準点を厳しめに設定

基準点を甘めに設定

得点帯別合格率　入試結果／データネット ※ 1000 点集計

合格者最低点・平均点一覧

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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国
公
立
大
学
が
第
１
志
望
の
場
合
、
私
立
大

学
の
併
願
校
は
図
４
の
よ
う
に
、
入
試
難
易
度

ご
と
に
挑
戦
校
、
実
力
相
応
校
、
安
全
校
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
考
え
て
お
き
た
い
。

　
特
に
第
１
志
望
校
の
合
格
可
能
性
の
判
定

結
果
が
芳
し
く
な
い
場
合
は
、
国
公
立
大
学
の

中
期
・
後
期
日
程
で
安
全
校
を
確
保
し
た
り
、

私
立
大
学
の
受
験
校
の
数
を
増
や
し
た
り
す

る
な
ど
の
方
策
を
考
え
た
い
。

　
ま
た
、
私
立
大
学
は
入
試
方
式
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
豊
富
で
あ
り
、
得
意
教
科
・
科
目
の

配
点
が
高
い
入
試
方
式
な
ど
で
は
生
徒
の
強

み
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
近
年
、
国
公
立
大
学
と
の
併
願
を
想
定
し
た

多
科
目
型
の
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試
を
実
施

す
る
私
立
大
学
が
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
活
用

も
検
討
し
た
い
。
中
で
も
私
立
大
学
独
自
の
個

別
試
験
と
共
通
テ
ス
ト
を
併
用
す
る
入
試
方

式
は
、
私
立
大
学
を
専
願
す
る
受
験
生
に
と
っ

て
は
対
策
の
負
担
が
大
き
い
こ
と
か
ら
実
質

倍
率
が
低
く
な
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
共
通
テ

ス
ト
を
受
験
す
る
国
公
立
大
学
志
望
の
生
徒

に
は
積
極
的
に
活
用
を
促
し
た
い
。

　
私
立
大
学
の
併
願
校
を
検
討
す
る
際
に
押

さ
え
て
お
き
た
い
の
は
次
の
３
点
だ
。

●
「
入
試
日
が
重
複
し
て
い
な
い
か
」

　
受
験
直
前
に
入
試
日
の
重
複
が
発
覚
す
る

こ
と
を
避
け
る
た
め
、
受
験
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

提
出
さ
せ
る
な
ど
し
て
、
確
認
を
促
し
た
い
。

●
「
入
試
日
程
が
過
密
で
は
な
い
か
」

　
入
試
が
４
日
以
上
続
く
と
、
体
力
的
に
厳
し

く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
特
に
長
距
離
の
移

動
を
伴
う
受
験
が
あ
る
場
合
は
、
余
裕
を
持
っ

た
日
程
と
な
る
よ
う
に
検
討
し
た
い
。

●
「
入
学
金
の
二
重
支
払
い
を
で
き
る
だ
け
避

け
る
」

　
入
学
手
続
き
の
締
め
切
り
日
に
よ
っ
て
は
、

複
数
の
大
学
に
入
学
金
を
支
払
う
必
要
が
生

じ
る
。
受
験
費
用
を
抑
え
た
い
場
合
は
、
第

１
志
望
校
の
合
格
発
表
の
後
に
併
願
校
の
入

学
手
続
き
の
締
め
切
り
日
が
来
る
よ
う
に
受

験
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
む
の
が
理
想
的
だ
。
し

か
し
、
国
公
立
大
学
の
前
期
日
程
の
合
格
発

表
日
以
降
に
入
学
手
続
き
の
締
め
切
り
日
が

設
定
さ
れ
て
い
る
私
立
大
学
は
限
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
私
立
大
学
へ
の
入
学
金
の
支

払
い
が
１
校
の
み
と
な
る
よ
う
な
受
験
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
組
む
こ
と
が
現
実
的
だ
。

　
な
お
、
25
年
に
文
部
科
学
省
が
各
大
学
に

出
し
た
入
学
金
の
支
払
い
に
つ
い
て
の
通
知

（
＊
）
を
受
け
、
桃
山
学
院
大
学
な
ど
、
入
学

金
の
返
金
制
度
を
設
け
る
大
学
も
出
て
き
て

い
る
。
併
願
候
補
校
に
そ
う
し
た
制
度
を
新
設

す
る
大
学
が
な
い
か
、
確
認
し
て
お
き
た
い
。

＊「 私立大学における入学料に係る学生の負担軽減等について」（令和 7 年 6 月 26 日付文部科学省高等教育局私学部長通知）

共通テストの平均点は年によって変動するため、実際の出願にあたっては、事前に設定した基準点に平均点
の変動を加味した上で出願校を決定する必要があります。共通テスト後の出願指導のポイントについては、

『VIEW next』高校版 2025 年 1 月号の本コーナーの記事をご参照ください。
https://view-next.benesse.jp/view_section/bkn-hs/article30794/または上記の２次元コードからアクセスしてください。

共通テスト後の出願指導

併願する私立大学の考え方図4

私
立
大
学
の
併
願
は
挑
戦
校
、実
力

相
応
校
、安
全
校
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

出
願
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
3
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　出願指導において、教師に求められる重要な役割の

1つとして「生徒のモチベーションマネジメント」が

あります。多くの場合、本格的な受験勉強は高 3の

夏季休業前から入試本番まで、半年以上続くものです

し、第１志望校だけでなく、併願校にも出願すること

を踏まえると、進路決定までに複数の入試結果に向き

合うことになります。そのような状況下では、生徒一

人ひとりの心理的な安定とやる気を維持することが、

納得できる進路決定につながる鍵となります。今回は、

モチベーションマネジメントのポイントとともに、具

体的な対応策について解説します。

　最初のポイントは、「長期間にわたる受験勉強への

伴走的なサポート」です。近年、大学入試の多様化や

選抜方法の変化により、受験のスタートから進路決定

までの期間が長くなっています。かつては「前期日程

（＋中期日程）＋後期日程」がスタンダードでしたが、

後期日程の廃止が続き、さらに学力型の総合型選抜の

登場によって、「年内入試＋前期日程」という組み合

わせが広がっています。その期間、生徒は不安や焦り

を感じやすく、モチベーションの低下や精神的な疲弊

を招くこともあります。そのため、生徒との定期的な

コミュニケーションを通じて心情を把握し、適切な励

ましやアドバイスを行うことが求められます。具体的

には、模擬試験の結果の確認や学習進捗の把握、小さ

な成果やその兆しへの着目によって、生徒の自己効力

感を高め、長期的なモチベーション維持に努めること

が重要です。

　ポイントの２点目は、「併願校に合格した生徒の第

１志望校に対する憧れやこだわりを薄れさせない」こ

とです。併願校に合格した場合、安心感から第１志望

校の受験意欲が低下することがありますが、第１志望

校に挑戦することの意義や、進学先の変更による将来

のキャリアへの影響などを丁寧に説明する必要があり

ます。第１志望校の合格にこだわることが自分自身の

可能性を広げる経験になることを伝え、挑戦意欲を喚

起したいところです。併願校の合格という結果と、そ

れに至った努力を認めつつも、最終的な目標を見失わ

ないように導くことが大切です。

　ポイントの３点目は、「合格を確保しておきたかっ

た大学が不合格となり、不安や焦りを感じている生徒

へのケア」です。そのような生徒においては、計画と

今後の見通しにズレが生じたことで、精神的に追い詰

められることがあります。まずは彼らの気持ちに寄り

添い、結果の受け止めと、その背景を冷静に分析する

ことが重要です。その上で、次のステップや代替案を

具体的に提案し、ここからの再チャレンジについて前

向きに考えられるよう、促しましょう。また、これま

での努力や成長を振り返る時間を設け、自信を取り戻

すサポートも効果的です。励ましの言葉や、過去の卒

業生の成功例の紹介を通じて、自身の可能性を信じさ

せ、前向きな気持ちを持たせることが、モチベーショ

ンの回復につながります。

　総じて、出願指導においては、生徒の心理的な側面

に配慮し、長期的な視点でモチベーションマネジメン

トを行うことが不可欠です。先生方の温かいまなざし

と前向きな声かけ、そしてデータ

に基づくアドバイスが、生徒の不

安を和らげ、自信と意欲を持続さ

せる原動力となります。

今後の大学入試に向けて学校に求められること

（株）ベネッセコーポレーション 
学校カンパニー 教育情報センター長　

日山敦司　ひやま・あつし

出願指導において大事にしたいモチベーションマネジメント

第２回出願指導WEB研究会及びデータネットサイトのご案内

◎第２回出願指導WEB 研究会
特設ページにて、「D判定の生徒を前向きにさせ、共通テスト本番まで第１志望を貫かせるために入試データを
どう使うか」を、具体的な面談の場面に即してご紹介しています。
リンク　https://bhso.benesse.ne.jp/hs_online/seminar/2025/article/shutsuken2/tsukaikata/p2.html

◎データネット2026　大学入学共通テスト自己採点集計
2026 年度大学入学共通テストの平均点や合格可能性判定基準などの情報を提供してまいります。
リンク　https://dn-sundai.benesse.ne.jp/dn/center/index.html
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佐
伯
先
生
の
担
当
科
目
「
電
力
技
術
」
は
、「
電
気
」
と
い
う
目

に
見
え
な
い
現
象
を
扱
う
た
め
、
生
徒
が
そ
の
現
象
の
イ
メ
ー
ジ
を

頭
の
中
で
構
築
し
、
知
識
間
の
関
係
性
を
整
理
し
て
概
念
化
す
る
こ

と
が
不
可
欠
と
先
生
は
考
え
、
授
業
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
同

科
目
の
「
電
気
化
学
」
の
単
元
で
は
、「
転
移
可
能
な
概
念
的
知
識
」

で
あ
る
「
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
変
換
」
の

理
解
が
深
ま
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
全
７
時
間
の
う
ち
、
前
半
の
４

時
間
で
１
次
電
池
と
２
次
電
池
の
違
い
な
ど
の
事
実
的
知
識
を
習
得

し
、
後
半
の
３
時
間
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
に
取
り
組
む
と
い
う

単
元
構
成
に
し
た
。
事
実
的
知
識
を
活
用
し
て
問
題
の
発
見
と
解
決

に
取
り
組
む
過
程
で
、
知
識
間
の
関
係
性
を
概
念
的
知
識
へ
と
昇
華

さ
せ
ら
れ
る
と
佐
伯
先
生
は
考
え
る
か
ら
だ
。
そ
し
て
、
生
徒
が
事

実
的
知
識
を
習
得
し
、
知
識
間
の
関
係
性
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、「
と
っ
か
か
り
の
問
い
」「
先
導
す
る
問
い
」「
手
引
き
と
な

る
問
い
」（
＊
１
、
図
）
を
提
示
し
て
い
る
。

　
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
は
、
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
に
よ
る
事
故

の
原
因
を
調
べ
、
事
故
を
防
止
す
る
た
め
の
注
意
文
と
製
品
の
改
良

案
の
作
成
と
し
た
。
注
意
文
の
作
成
で
は
、
３
つ
の
班
に
分
か
れ
て

事
故
の
原
因
を
協
働
的
に
考
え
さ
せ
、
改
良
案
の
作
成
で
は
、「
オ

ズ
ボ
ー
ン
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」（
＊
２
）
を
用
い
て
個
人
で
じ
っ
く

り
考
え
た
後
、
各
自
の
改
良
案
を
共
有
し
た
。

４つの問い　「電気化学」の単元での具体例図

問いのタイプ 問いの位置づけ（注） 本単元における問いかけの例

とっかかり
の問い

好奇心を刺激し、新し
い話題に興味を持たせ
るための問い

（１時間目）単１電池と単３電池の違
いは何か。

先導する
問い

正解を持ち、習ったこ
とを思い出させたり、
情報を見つけさせたり
するための問い

（２時間目）あなたのスマートフォンの
２次電池は何か。スマートフォンはリ
チウムイオン２次電池以外では動か
ないのか。（４時間目）充電池の性能
をどのように見ればよいか。

手引きと
なる問い

単に情報を見つけさ
せるだけでなく、特定
の内容を探究させる
ための問い

（３時間目）スマートフォンの充電池
の寿命を延ばすためにはどうすれば
よいか。スマートフォンの充電池を急
速充電するためにはどうすればよい
か。

本質的な
問い

教科やカリキュラムの
中心にあり、教科の
探究と看破を促進す
る問い

（５・６時間目）電池から熱が発生す
るのはなぜか。電池を安全に使用す
るために、エネルギーをどのように
把握すればよいか。

注）「問いの位置づけ」の説明文は、『「逆向き設計」実践ガイドブック』（奥村好美・
西岡加名恵編著、日本標準）によるもの。※学校資料を基に編集部で作成。

＊１　いずれも『「逆向き設計」実践ガイドブック』（奥村好美・西岡加名恵編著、日本標準）で紹介されている問いのタイプ。
＊２　アメリカの実業家アレキサンダー F. オズボーンが考案した、アイデアを出すための発想法。

身
近
な
題
材
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
で

知
識
間
の
関
係
性
に
気
づ
か
せ
、

中
核
的
な
概
念
へ
と
昇
華
さ
せ
る

富
山
県
立
魚
津
工
業
高
校 

佐さ

伯え
き

智
成

工業

中核的な概念
の理解が深まる　

授業デザイン

「
転
移
可
能
な
概
念
的
知
識
」の
理
解
を
深
め
る

ウェブ連載記事 ダイジェスト
 高校版

より多くの実践事例をお届けするために、これまで本誌に掲載していた探究学習と学習評価に関する連載コー
ナーをウェブサイト『VIEW next ONLINE』に移管するとともに、授業実践に関する連載コーナーを同サイ
トに新設しました。本コーナーでは、それらのウェブ連載記事の概要をお伝えします。

各記事の全編には、２次元コードからアクセスするか、https://view-next.benesse.jp/ にアクセスし、「学校
教育情報誌『VIEW next』」＞「ウェブオリジナル記事」からご覧ください。

本
記
事
の
全
編
に
は
、
下
の
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

クリック！クリック！

さ
え
き
・
と
も
な
り

同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。

工
業
科
。
教
務
部
。
研
修
担
当
。
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槌
本
先
生
は
、
一
つ
ひ
と
つ
の
反
応
を
個
別
の
も
の
と
し
て
理
解

す
る
こ
と
以
上
に
、
生
徒
が
「
次
は
こ
う
な
る
か
も
」
と
考
え
、「
そ

う
か
！
」
と
い
う
気
づ
き
に
た
ど
り
着
き
、「
ほ
か
の
ケ
ー
ス
は
な
い

の
だ
ろ
う
か
」
と
思
考
を
広
げ
て
い
く
中
で
「
反
応
」
と
い
う
概
念

を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

　
授
業
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
主
体
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。
２
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
生
徒
が
、
１
人
１
つ
以
上
の
化
合
物
を
担
当
。

授
業
の
冒
頭
で
そ
の
日
に
取
り
上
げ
る
化
合
物
が
決
ま
る
と
、
そ
の

化
合
物
を
担
当
す
る
生
徒
が
教
師
役
に
な
っ
て
説
明
す
る
。
教
師
役

以
外
の
生
徒
た
ち
は
教
師
役
の
生
徒
の
説
明
と
槌
本
先
生
の
板
書
の

内
容
な
ど
を
自
分
の
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
る
。
そ
の
後
、
生
徒
た
ち
は

ノ
ー
ト
や
黒
板
な
ど
を
見
ず
に
、
自
分
１
人
で
本
時
で
学
ん
だ
こ
と

や
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
プ
リ
ン
ト
上
で
整
理
す
る
。
プ
リ
ン
ト
は

回
収
さ
れ
、
各
グ
ル
ー
プ
の
教
師
役
の
生
徒
が
授
業
後
に
添
削
す
る
。

　
教
師
役
の
生
徒
が
間
違
っ
た
説
明
を
し
た
場
合
、
そ
の
後
の
学
習

で
生
徒
が
お
の
ず
と
誤
り
に
気
づ
く
こ
と
が
予
想
で
き
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
槌
本
先
生
は
い
ち
い
ち
修
正
せ
ず
、「
前
の
授
業
で
扱
っ
た

化
合
物
と
同
じ
反
応
が
起
こ
っ
て
い
る
ね
」
な
ど
と
、「
反
応
」
と
い

う
概
念
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
補
足
を
重
視
し
て
い
る
。
間
違
い

を
修
正
す
る
場
合
も
、「
こ
の
間
違
い
は
、
本
質
を
理
解
す
る
上
で

も
重
要
だ
ね
」
と
価
値
づ
け
を
す
る
。

　
そ
の
よ
う
に
、
教
師
が
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
進
ん
で
い
く
学

び
と
は
異
な
り
、他
者
と
協
働
し
て
、大
き
な
１
枚
の
絵
を
描
く
よ
う

な
学
び
を
、
槌
本
先
生
は
「
面
倒
臭
い
学
び
」
と
呼
び
、
そ
れ
こ
そ

が
中
核
的
な
概
念
の
理
解
を
深
め
る
授
業
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

写真　教師役の生徒がほかの生徒に説明
（上）。その後、生徒たちは自分１人で本時
で学んだことをプリント上で整理する（下）。

一
定
の
内
容
の
ま
と
ま
り
を

通
じ
て
理
解
す
る

「
中
核
的
な
概
念
」

解説

グ
ル
ー
プ
で
の
生
徒
主
体
の
学
び
を

繰
り
返
す
中
で
、「
そ
う
か
！
」と
い
う

瞬
間
と
の
出
合
い
を
つ
く
る

長
崎
県
・
私
立
純
心
中
学
校・
純
心
女
子
高
校 

槌つ
ち

本も
と

六む
つ

秀ひ
で

化学

中核的な概念
の理解が深まる　

授業デザイン

他
者
と
の「
面
倒
臭
い
学
び
」で
理
解
を
深
め
る

本
記
事
の
全
編
に
は
、
下
の
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

本
誌
２
０
２
５
年
７
月
号
の
特
集
の
全
編
に
は
、

下
の
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

　
文
部
科
学
大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る
中
央
教
育
審
議
会

で
は
、
学
習
指
導
要
領
の
次
期
改
訂
に
向
け
た
議
論
を
進

め
て
い
る
が
、
そ
の
論
点
の
１
つ
が
、「
各
教
科
等
の
中
核

的
な
概
念
等
を
中
心
と
し
た
、
目
標
・
内
容
の
一
層
分
か

り
や
す
い
構
造
化
」
で
あ
る
。
本
誌
２
０
２
５
年
７
月
号

の
特
集
で
は
、
京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
の
石
井

英て
る
ま
さ真

准
教
授
は
、「
中
核
的
な
概
念
」
を
「
単
元
な
ど
の
、

一
定
の
内
容
の
ま
と
ま
り
を
通
じ
て
理
解
し
て
ほ
し
い
主

要
な
概
念
等
」
と
し
、「
中
核
的
な
概
念
」
の
下
で
個
別
の

知
識
が
統
合
、
結
集
さ
れ
る
こ
と
で
、
広
範
囲
の
出
来
事
・

現
象
の
理
解
や
予
測
に
役
立
つ
よ
う
な
一
般
化
・
転
移
が

可
能
で
、
永
続
性
の
あ
る
学
力
が
育
ま
れ
る
と
説
明
し
た
。

　
生
徒
に
概
念
と
し
て
の
知
識
の
習
得
や
深
い
意
味
理
解

を
促
す
た
め
に
は
、
一
問
一
答
の
よ
う
な
学
び
で
は
な
く
、

答
え
ま
で
の
距
離
が
長
く
、
思
考
す
る
こ
と
を
要
求
す
る

問
い
を
授
業
で
設
定
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
さ
ら
に
、
そ

こ
に
他
者
と
の
協
働
が
あ
る
こ
と
で
、
理
解
が
よ
り
深
く

な
り
、
表
現
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど
の
汎
用
的

ス
キ
ル
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。

　
個
別
の
知
識
の
習
得
に
と
ど
ま
ら
ず
、
概
念
と
し
て
の

知
識
の
習
得
や
深
い
意
味
理
解
を
通
じ
て
「
生
き
て
働
く

学
力
」
を
育
む
授
業
づ
く
り
が
、
今
後
ま
す
ま
す
求
め
ら

れ
る
だ
ろ
う
。

つ
ち
も
と
・
む
つ
ひ
で

同
校
に
赴
任
し
て
30
年
目
。

進
路
指
導
主
事
。
理
科
（
化
学
）。

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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芝
浦
工
業
大
学
柏
中
学
高
校
は
、
ス
ー

パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
第
Ⅲ
期

の
指
定
を
機
に
、
そ
れ
ま
で
特
定
の
ク
ラ

ス
と
希
望
す
る
生
徒
を
対
象
に
し
て
い
た

課
題
研
究
を
、
全
生
徒
が
取
り
組
む
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
変
更
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
１
年
次
に
「
情
報
Ⅰ
」

と
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
を
融
合
し

た
学
校
設
定
科
目
「
Ｓ
Ｓ
（
芝
浦
サ
イ
エ

ン
ス
）
Ⅰ
」
を
設
置
し
、
前
期
は
探
究
学

　
地
域
と
連
携
し
た
探
究
学
習
に
力
を
入

れ
る
新
潟
県
立
中
条
高
校
。２
０
２
４
年

度
に
は
、生
徒
は
、地
域
の
課
題
を
探
究

学
習
の
課
題
に
設
定
し
た
が
、自
分
た
ち

で
実
行
で
き
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
立

て
ら
れ
た
グ
ル
ー
プ
は
多
く
な
か
っ
た
。

ま
た
、24
年
度
に
設
定
し
た
課
題
に
25
年

習
の
サ
イ
ク
ル
を
一
通
り
体
験
す
る
「
プ

レ
探
究
」
を
行
い
、
後
期
の
途
中
か
ら
専

門
的
な
課
題
研
究
に
取
り
組
む
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
。
そ
し
て
、
教
師
が
生
徒
一
人
ひ

と
り
の
問
い
に
丁
寧
に
向
き
合
っ
て
支
援

で
き
る
よ
う
、
担
当
教
師
30
人
を
配
置
し

た
。
初
め
て
課
題
研
究
を
担
当
す
る
教
師

は
経
験
の
あ
る
教
師
と
ペ
ア
に
し
て
、
相

談
で
き
る
体
制
を
整
え
、
生
徒
の
学
び
を

支
援
す
る
た
め
の
手
引
き
も
作
成
し
た
。

さ
ら
に
、
生
徒
が
担
当
教
師
に
相
談
し
や

す
く
す
る
た
め
に
、
夏
季
休
業
前
に
担
当

教
師
の
専
門
分
野
の
一
覧
表
を
配
布
。
探

究
学
習
の
過
程
で
論
点
が
変
わ
れ
ば
課
題

を
更
新
す
る
こ
と
も
認
め
た
。

　
教
科
学
習
が
課
題
研
究
に
つ
な
が
る
学

び
の
場
と
な
る
よ
う
、
学
校
設
定
科
目
を

設
置
。「
Ｓ
Ｓ
物
理
基
礎
」
で
は
、
ア
プ

リ
を
使
っ
て
様
々
な
物
理
量
の
測
定
を
行

い
、
探
究
的
な
学
び
を
体
験
さ
せ
た
。

度
も
継
続
し
て
取
り
組
み
た
い
か
を
生
徒

に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が

「
課
題
を
設
定
し
直
し
た
い
」と
回
答
し
た
。

　
そ
こ
で
、
25
年
度
か
ら
探
究
学
習
の
あ

り
方
を
刷
新
。
２・３
年
生
の
探
究
学
習

は
、「W

ill

（
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
）・

Can

（
自
分
に
で
き
る
こ
と
）・Need

（
誰

か
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
）」の
う
ち
、

「W
ill

」「Can

」
に
焦
点
を
あ
て
て
、
自

由
に
課
題
を
設
定
で
き
る
よ
う
に
し
た
と

こ
ろ
、
生
徒
は
多
種
多
様
な
課
題
を
設
定

し
て
探
究
学
習
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、

１
年
次
は
、
探
究
学
習
に
必
要
な
ス
キ
ル

を
養
う
た
め
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
ザ
イ
ン
思
考
な
ど
に

つ
い
て
学
ぶ
講
座
を
開
講
。
さ
ら
に
、
１・

２
年
生
全
員
と
約
80
人
の
地
域
の
社
会
人

が
様
々
な
テ
ー
マ
で
対
話
を
楽
し
む
場
を

設
け
、
探
究
学
習
に
欠
か
せ
な
い
、
地
域

と
の
つ
な
が
り
を
持
っ
た
。

「やらされ探究」から「　　　　　　　　」へ！
生徒が主体的に取り組む学習であるはずの探究学習に「やらされ感」を抱く生徒、教師は少なくない。

探究学習を生徒、教師が自分事化し、よりよいものとするためにはどうすればよいか、事例を通じて考える。

生
徒
が
時
間
を
か
け
て

探
究
学
習
の
課
題
を

設
定
す
る
た
め
の

体
制
と
環
境
を
構
築

千
葉
県・
私
立
芝
浦
工
業
大
学
柏
中
学
高
校

「W
ill

」「Can

」を
重
視
し
た

課
題
設
定
と
地
域
と
の

つ
な
が
り
を
通
じ
て
、

探
究
学
習
の
価
値
を
実
感
す
る

新
潟
県
立
中な

か

条じ
ょ
う

高
校

Tur ning Point

Tur ning Point

全生徒の
探究学習を支援する
体制の構築

探究学習における
課題設定の
方針を見直す

本
記
事
の
全
編
に
は
、

下
の
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

本
記
事
の
全
編
に
は
、

下
の
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

探
究
科
主
任
、Ｓ
Ｓ
Ｈ
統
括
室

越
野
貴
嗣 

こ
し
の
・
た
か
つ
ぐ

１
学
年
主
任

佐
藤
達
哉 

さ
と
う
・
た
つ
や

Ｓ
Ｓ
Ｈ
統
括
室
副
部
長

高
澤
良
輔 

た
か
ざ
わ
・
り
ょ
う
す
け

教
務
主
任

保
坂
和
洋 

ほ
さ
か
・
か
ず
ひ
ろ

Ｓ
Ｓ
Ｈ
統
括
室
部
長

須
田
博
貴 

す
だ
・
ひ
ろ
き

教
頭馬場

　宏 

ば
ば
・
ひ
ろ
し

校
長横堀

正
晴  

よ
こ
ぼ
り
・
ま
さ
は
る
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北
海
道
滝
川
西
高
校
は
２
０
２
２
年
度

に
、
各
観
点
の
評
価
結
果
の
組
み
合
わ
せ
か

ら
評
定
に
総
括
す
る
方
法
を
採
用
し
、
23
年

度
ま
で
そ
の
方
法
で
評
価
し
て
き
た
。
し
か

し
、
24
年
度
に
同
校
に
着
任
し
た
三
井
校
長

が
、
そ
の
方
法
に
懸
念
点
を
示
し
、
見
直
し

が
提
案
さ
れ
た
。

　
そ
の
懸
念
点
と
は
、
内
規
に
示
さ
れ
た
３

観
点
の
評
価
結
果
の
組
み
合
わ
せ
、
す
な
わ

ち
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
並
び
順
は
、「
知
識
・
技

能
」「
思
考
・
判
断
・
表
現
」「
主
体
的
に
学

習
に
取
り
組
む
態
度
」
の
順
で
は
な
く
、
そ

の
組
み
合
わ
せ
で
あ
れ
ば
、
並
び
順
は
問
わ

な
い
と
な
っ
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
。
三
井
校

長
は
、
各
観
点
で
評
価
す
る
内
容
や
、
観
点

間
の
関
係
性
を
踏
ま
え
る
と
、例
え
ば
、「
知

識
・
技
能
」
が
Ｃ
で
、「
思
考
・
判
断
・
表
現
」

と
「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
が

Ａ
や
Ｂ
の
「
Ｃ
Ａ
Ａ
」「
Ｃ
Ｂ
Ｂ
」
は
極
め

て
起
こ
り
に
く
い
と
指
摘
。
文
部
科
学
省
か

ら
示
さ
れ
た
学
習
評
価
の
考
え
方
を
改
め
て

確
認
し
た
上
で
、
起
こ
り
に
く
い
組
み
合
わ

せ
を
評
定
へ
の
総
括
の
対
象
か
ら
外
し
、
妥

当
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
７
通
り
に
絞
る

こ
と
を
提
案
し
た
。

　
24
年
度
の
後
期
は
、
そ
の
７
通
り
を
基
に

評
定
に
総
括
し
た
と
こ
ろ
、
特
に
実
技
を
伴

う
教
科
か
ら
、「『
思
考
・
判
断
・
表
現
』
の

評
価
に
お
い
て
必
ず
し
も
『
技
能
』
の
活
用

を
前
提
と
し
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
」
と
い
っ

た
意
見
が
年
度
末
に
出
た
。
例
え
ば
、
発
表

や
レ
ポ
ー
ト
な
ど
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

評
価
を
行
う
際
、「
知
識
・
技
能
」
が
「
Ｂ
」

で
も
、「
思
考
・
判
断
・
表
現
」
が
「
Ａ
」

に
な
る
場
合
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ

た
指
摘
だ
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
三
井
校

長
と
教
務
部
が
協
議
し
て
評
定
に
総
括
す
る

方
法
を
再
度
見
直
し
、
25
年
度
か
ら
は
、
７

通
り
に
４
通
り
を
追
加
し
た
11
通
り
（
図
）

で
評
定
に
総
括
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
そ
の
一
連
の
見
直
し
を
き
っ
か
け
に
、
評

価
方
法
を
再
検
討
す
る
教
科
が
出
て
き
た
。

例
え
ば
、
一
條
先
生
と
押お

し
が
み上

先
生
が
所
属

す
る
数
学
科
で
は
、「
思
考
・
判
断
・
表
現
」

の
評
価
の
精
度
を
よ
り
高
め
る
た
め
の
議
論

が
な
さ
れ
、
答
え
ま
で
の
過
程
を
書
き
出
さ

せ
て
評
価
す
る
課
題
を
出
す
な
ど
、
定
期
考

査
の
問
題
や
発
表
の
課
題
な
ど
の
設
計
に
お

い
て
試
行
錯
誤
し
て
い
る
。

　
田
村
主
任
視
学
官
は
、
同
校
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、「
観
点
間
の
関
係
性
を
踏
ま

え
た
評
価
へ
と
転
換
し
、
評
価
の
視
点
や
方

法
を
根
本
的
に
見
直
す
機
会
に
な
る
と
と

も
に
、
教
師
が
よ
り
納
得
す
る
総
括
の
あ
り

方
に
た
ど
り
着
く
た
め
の
重
要
な
ス
テ
ッ

プ
と
な
っ
た
」
と
語
っ
た
。
そ
し
て
、
観
点

間
の
関
係
性
を
踏
ま
え
た
評
価
の
質
を
さ

ら
に
高
め
、
授
業
改
善
に
も
つ
な
げ
る
た
め

に
、
評
価
規
準
を
明
確
化
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
し
、
評
価
す
る
内
容
に
つ
い
て
教

師
間
で
話
し
合
い
、
言
語
化
す
る
こ
と
を
勧

め
た
。

今回のテーマに関連する過去の記事は、教育情報総合サイト『VIEW next ONLINE』でご覧いただけます。

▶2024年10月号
「事例で深める！　学習評価」
静岡県立静岡東高校

▶2024年２月号
「そうだったのか！　学習評価」
評定への総括の考え方と方法

▶2023年12月号
「そうだったのか！　学習評価」
評価規準の設定と運用のポイント

状況

十分満足でき
るもののうち、
特に高い程度
のもの

十分に満足で
きると判断さ
れるもの

概ね満足でき
ると判断され
るもの

努力を要する
と判断される
もの

努力を要する
と判断された
もののうち、
特に程度が低
いもの

2025年度
から

各観点の
評価結果の
組み合わせ

AAA
（ABA、BAA）

ABB
（BAB）

BBB
（BCB、CBB）

BCC
（CBC）

CCC

評定 ５ ４または３ ４または３ ３または２ ２または１

A、B、C の並び順は、「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の順。（　）
の組み合わせは、｢知識・技能」と「思考・判断・表現」が連動しない場合のみ。
※学校資料を基に編集部で作成。

左から／一條直
なお

紀
き

（教務主任、数学科）、

三井智和（校長）、押
おしがみ

上恭
やすのり

徳（１学年主任、

数学科）

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

学学習習評評価価学習評価
実践校の取り組みを基に、

学習評価をより充実させるポイント
を田村先生がアドバイス

北
海
道
滝
川
西
高
校

評
定
へ
の
総
括
の

組
み
合
わ
せ
の
議
論
を

通
じ
て
、評
価
の
質
を
向
上

関連記事はこちら！

文部科学省　初等中等教育局　
主任視学官

田村 学 たむら・まなぶ

各観点の評価結果の組み合わせと評定の対応表図

本
記
事
の
全
編
に
は
、
下
の
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

ウェブ連載記事 ダイジェスト 高校版

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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2025年９月号へのご意見

先生方からの
ご意見を
紹介します

２月10日発刊
（予定）

高校版　2026年2月号

2026 年度『VIEW next』高校版の誌面の検
討にあたり、アンケートのご協力をお願い
申し上げます。アンケートに回答していた
だいた方の中から抽選で 200 名様に、謝礼
として「図書カードネットギフト」500 円
分をメールでお送りします（謝礼不要とご
回答された方を除きます）。下記のいずれか
からアクセスし、詳細をご確認ください。
▶『VIEW next ONLINE』トップページ「ベ

ネッセからのお知らせ」
▶ https:// v iew-nex t.

benesse.jp/fix/info/
article08276/

● 回答の締め切り　
2025年12月25日（木）

　今号からウェブサイト『VIEW next ONLINE』
と連動する形で連載がスタートしたコーナー

「『中核的な概念』の理解が深まる授業デザ
イン」の取材のため、先日、富山県立魚津
工業高校を訪問しました。上の写真はその
道中で撮った、雲に覆われた立山連峰です。
富山県は私の出身地で、幼い頃から見慣れ
た景色でしたが、その日は新鮮な気持ちで
眺めていました。
　高校生にとって勉強は、時に不安や迷いを
感じさせるものかもしれません。まるで雲の
中にいるように、何を目標に、どう行動すべ
きか、自分自身を見失うこともあるかと思い
ますが、努力を続けることできっと答えは見
つかり、明るい未来が開けるはずです。私も
大人になった今でも、困難に直面した時には
立山の雄大な景色を思い出し、気持ちを落ち
着かせ、乗り越えるための力に変えています。
生徒たちも、自分の心の支えとなるものを見
つけ、それを大切にしながら、一歩ずつ前
進していってほしいと願っています。（伊藤）

情報活用能力の育成は、カリキュラム・マネジメントが基盤
　多くの学校は、情報活用能力の育成を教科横断的な視点で十分に行えて
おらず、情報科や特定の教師の指導力に頼っている状況ではなかろうか。
９月号の特集の記事を読み、その状況を見直す必要性を改めて突きつけら
れた思いだ。ただ、見直しは「情報活用能力の育成」の視点のみで進めるこ
とは現実的ではなく、より大きな視点でのカリキュラム・マネジメント
が基盤になると考える。そうした基盤があるからこそ、事例１　東京都・
私立山崎学園富士見中学校高校、事例２　三重県立名

な
張
ばり

青
せい

峰
ほう

高校、事例３　
兵庫県・私立雲

ひばりがおか
雀丘学園中学校・高校の各校は、情報活用能力の育成につ

いても教科横断的に取り組むことができているのだと思う。教師間の合意
形成がいかに重要であるかを考えさせられた。 愛知県立大

おお
府
ぶ

高校　野々山 新
しん

「情報活用能力の育成」の視点で授業を捉え直す
　９月号の特集の課題整理・中京大学の泰

たいざん
山裕

ゆう
教授の記事で、「情報活用

能力の育成において求められているのは、単純に新しい指導を加えると
いうことではなく、これまでの授業を『情報活用能力』の育成の視点で
捉え直し、その視点をより意識して授業を行うこと」という部分に共感
した。事例１　東京都・私立山崎学園富士見中学校高校の「公共」の実践
例にあった、書籍や新聞の検索、意見文の投稿といった活動自体は、目
新しいものではないかもしれない。ただ、「情報活用能力の育成」の視点
で捉え直したことで、「発信には責任を伴う」という観点も指導に加えら
れたように思う。自分の授業と情報活用能力のかかわりについて考え、
その育成を目指していきたい。　　　愛知県・私立滝中学校・滝高校　井戸康

やすたか
貴 

記事の解説を基に、評価方法をシミュレーションしたい
　９月号の特別企画「次期学習指導要領における『主体的に学習に取り
組む態度』の評価の改善の背景と方向性」の記事は、分かりやすく、信
頼できるソースの記事として校内で共有できると思った。記事で解説さ
れていた評価のあり方を念頭に、本校での評価方法を現時点の評価材料
でシミュレーションしておきたい。　　　　　　　　　　静岡県　匿名希望

どの学力層の生徒にも、教師の伴走が不可欠
　「進学校の生徒は主体的に学び、主体的に行動する」とイメージする教
師が多いように感じるが、９月号の「指導変革の軌跡」の長崎県立松浦
高校の記事を読み、希望進路の実現へ向けた教師の伴走があるからこそ、
生徒は心強く学びに向かえるのだと気づかされた。生徒の憧れにもなる
大学生の力を借りることで、生徒により高い進学意欲を醸成しようとい
う教師の考えも素晴らしいと感じた。　　　　　　　　　長野県　匿名希望

情報を活用し、生徒に最適な進路指導を効率的に進めたい
　総合型・学校推薦型選抜の受験希望者が増え続ける中で、教師の負担
も限界に近づいてきている。９月号の「大学入試トレンド解説」の「現
３年生のデータから見える、今後の進路・学習指導のポイント」の記事
で紹介されていた「教科学力で合否が決まる募集単位・決まらない募集
単位」を活用し、生徒一人ひとりに最適な進路指導を効率的に進めてい
きたいと思った。　　　　　　　　　　　　　和歌山県立橋本高校　寺田順子

アンケートのご協力のお願い
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Benesse Corporation 2025

よしだ・ともふみ　同校に赴任して25年目。1・3類進路指導部部長。数学科。
奈良県・私立天理高校　1908（明治 41）年設立／全日制／普通科／共学／１学年約400人／
2024年度卒業生進路実績　国公立大は、千葉大、大阪教育大、神戸大、奈良教育大、広島大、大阪公立大、
奈良県立医科大などに37人が合格。私立大は、同志社大、立命館大、天理大などに延べ416人が合格。

　「生徒が受験勉強に全力を尽くせるように、何よりも声かけと面談を大切にして
います」と語る吉田先生。夏季休業中には、３年生の国公立大学志望者のグループ
チャットに、「周りが何と言おうとも自分の可能性を信じ、現実の困難に真正面か
ら勇気を持って挑もう」といったメッセージを毎日送った。帰省していた寮生は、
「先生の言葉に励まされて、１人でも集中して勉強することができ、質問にはオン
ラインで先生に答えてもらえたので、帰省したハンデは感じませんでした」と話す。
　２学期からは、「模擬試験で重要なのは、できなかった問題を受験後に復習す
ること」と、繰り返し伝えている。模擬試験の結果が芳しくなく、落ち込む生徒
も多い。しかし、現在の学力を理由に第１志望校合格を諦めてほしくない。勉強
を続けていれば、合格のチャンスはあるからだ。入試直前まで力を伸ばし、合格
を勝ち取った生徒をこれまで何人も見てきた。「『努力の最大値』を引き上げられ
るのが高校時代です。それはその後の人生の財産になります。生徒がくじけず、
努力を続けていけるよう、最適な学習方法を生徒とともに探り、これからも全力
で支援していきます」と、吉田先生は力強く語った。

C o v e r  S t o r y

生徒と創る学びの情景

全力を尽くした先に
奈良県・私立天理高校　吉田朋史先生

表
紙
の
学
校

奈
良
県・
私
立

天
理
高
校

5KVOL4

『VIEW next』高校版に関するお問い合わせは
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なか
条
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高校 /北海道滝川西高校
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